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挨 拶 国 立 極 地 研 究 所 長 永 田 武
(10:00～10:10)
I　 ULF/VLF現 象(10:10～12:50)
座 長 国 分 征 東 大(理)
1,中 低 緯 度 及 び 高 緯 度 に お け るPc1型 磁 気 脈 動 の 特 性 の 対 比
河 村 譜 地 磁 気 観 測 所
桑 島正 幸 〃
外 谷 健 〃
小 池 捷 春 〃
福 西 浩 極 地 研
鮎 川 勝 〃
平 沢 威 男 〃
2,極 光 帯 及 び 磁 気 圏 に お け るPi2型 磁 気 脈 動 の 波 動 特 性
桑 島 正 幸 地 磁 気 観 測 所
　 5,　 Compressional　 Pc4　 Pulsations　 Observedat　 Synchronous
　 　　 Orbit
利 根 川 豊 東 海 大(工)
加 藤 愛 雄 〃
桜 井 亨 〃
4,オ ー ロラヒス の 到 来 方 向 観 測 結 果 と オ ー ロラ 現 象 と の 比 較
西 野 正 徳 名 大(空 電 研)
田 中 義 人 〃
岩 井 章 〃
鎌 田 哲 夫"
平 沢 威 男 極 地 研
③
5,　 Di　spersiue　 Peri　odic　 Bni　ssionの 解 析
岡 田 敏 美 名 大(空 電 研)
田 中 義 人 〃
岩 井 章 〃
早 川 正 士 〃
柏 木 瑞 夫 〃
大 津 仁 助 〃
6,　 GaussianBeam波 源 に よ るVLF帯 のFu111磁ve計 算
長 野 勇 金 沢 大(工)
満 保 正 喜 〃
吉 沢 重 雄 〃
山 岸 久 雄 極 地 研
木 村 盤 根 京 大(工)
7,昭 和 基 地 と ア イ ス ラ ン ドに お け るELF・ 一－VLF放 射 の 共 役 性
佐 藤 正 彦 山 形 大(理)
平 沢 威 男 極 地 研
佐 藤 夏 雄 〃
福 西 浩 〃
前 沢 潔 山 形 大(理)
皿 オ ー ロ ラ 現 象(13:20～15:20)
座 長 小 川 忠 彦 電 波 研(平 磯 支 所)
8,昭 和 基 地 と ア イ ス ラ ン ドで 観 測 さ れ た 共 役 点 オ ー ロ ラの
比 較(2)
巻 田 和 男 拓 殖 大
平 沢 威 男 極 地 研
藤 井 良 一 〃
9,　 PulsatingAuroraのmode及び そ れ に 関 連 す る 地 磁 気 脈 動
小 口 高 東 大(理)
④
10,オ ー ロ ラE層 電 子 密 度 不 規 則 構 造 の レー ダ 観 測
小 川 忠 彦 電 波 研
五 十 嵐 喜 良 〃
11,　KYOKKOに よるAuroral　 Substom1の 観 測
金 田 栄 祐 東 大(理)
平 尾 邦 雄 東 大(宇 宙 研)
12,　KYOKKOUCよる 低 エ ネ ル ギ ー 電 子 観 測 か らみ た 沿 磁 力 線 電
場 及 び 電 流 の 特 徴
向井 利 典 東 大(宇 宙 研)
平 尾 邦 雄 〃
15,ダ ブ ル レ イ ヤ ー-vaよ る オ ー ロ ラ電 子 加 速 の 室 内 実 験
大 山 素 宏 東 大(宇 宙 研)
中 村 良 治 〃
　　　　　　　　　　　　　　 L。　R。　Stenzel　 UCLA
m磁 気 圏 電 離 圏 擾 乱(15:50～15:50)
座 長 小 口 高 東 大(理)
14,プ ラズ マ 圏 低 温 プ ラ ズ マ の 高 エ ネ ル ギ ー 粒 子 降 下 に 対 す る
役 割
丸 橋 克 英 電 波 研
15,環 電 流 の サ ブス トー ム 強 度 へ の 影 響
笹 村 義 孝 京 都 産 業 大(理)
16,IMS期 間 中 の 大 磁 気 嵐 の 解 析
飯 島 健 東 大(理)
国 分 征 〃
　 1　7,　Sing　le　-　Do　ub　le　-　and　Tv　iple　 Sheet　 Field　 AI　ignod
　　　 Currents　 in　the　Daysids　 Cusp　 Region
藤 井 良 一 極 地 研
飯 島 健 東 大(理)
⑤
18,　MAGSAT衛 星 で 観 測 さ れ た　Field　 -　Aligned
CurrentsとSubstorms
福 島 直 東 大(理)
飯 島 健 〃
藤 井 良 一 極 地 研
桜 井 治 男 〃
49,南 極 観 測 船 「ふ じ 」に お け る オ メ ガ 電 波 の 船 上 観 測
大 谷 晃 電波研(犬 吠電波観測所)
菊 池 崇 電 波 研
野 崎 憲 朗 〃
加 藤 清 治 電波研(犬 吠電波観 測所)
20,SSCに 伴 う極 域 擾 乱




座 長 芳 野 赴 夫 電通大
21,南 極 域 に お け るISISト ッ プ サ イ ドサ ウ ン デ ィ ン グAGC

































24,人 工 衛 星ISIS-1,2で 観 測 さ れ たVLFソ ー サ ー
の 特 性
中 川 一 之 電 通 大
蓬 田 信 〃
福 西 浩 極 地 研
巻 田 和 男 拓 殖 大
芳 野 赴 夫 電 通 大
25,人 工 衛 星ISIS-1,2に よ り観 測 さ れ たELFヒ ス の
低 域 カ ッ トオ フ 特 性
山 岸 久 雄 極 地 研
本 間 峰 一 電 通 大
芳 野 赴 夫 〃
V南 極 ロ ケ ツ トー1(11:10～12:10)
座 長 江 尻 全 機 極 地 研
26,ダ ブ ル プ ロ ー ブ に よ る 電 離 層 電 場 ・電 子 温 度 ・電 子 密 度 の
時 系 列 観 測
－S-310JA-7号 機 に よ る 実 験 結 果 一
小 川 俊 彦 京 大(理)
牧 野 雅 彦 〃
小 寺 邦 彦 気 象 研
山 岸 久 雄 極 地 研
平 沢 威 男 〃
福 西 浩 〃
西 野 正 徳 名 大(空 電 研)
27,S-310--JA7号 機 に よる 熱 的 電 子 エ ネ ル ギ ー 分 布
状 態 の チ エ ツ ク
小 山 孝 一 郎 東 大(宇 宙 研)
平 尾 邦 雄 〃
⑧
28,極 域 降 下 粒 子 に 基 づ く飛 翔 体 及 び イ ン ピ ー ダ ンス プ ロ ー ブ
の 帯 電 現 象 に つ い て
渡 辺 勇 三 東 大(宇 宙 研)
高 橋 忠 利 東 北 大(理)
大 家 寛 〃
大 林 辰 蔵 東 大(宇 宙 研)
W特 別 講 演(1ろ:00～15:00)
座 長 平 沢 威 男 極 地 研
1,関 戸 弥 太 郎 名 古 屋 大 学 名 誉 教 授
2,加 藤 愛 雄 東 海 大 学 教 授
5,永 田 武 国 立 極 地 研 究 所 長
4,　 R。　 E.　 Gendrin　 　　　 国 立 極 地 研 究 所 外 国 人 研 究 員
　 　 　 　 　 　 (CRPE)
南 極 ロ ケ ツ トー 皿(15:00～16:40)
座 長 江 尻 全 機 極 地 研
29,S-310JA-5,6号 機 に お け る 降 下 電 子 と 電 離 生
成 率
松 本 治 弥 神 戸 大(工)
賀 谷 信 幸 〃
小 松 雅 明 〃
50,電 子 マ イ ク ロバ ー ス トの 速 度 分 散
松 本 治 弥 神 戸 大(工)
51,S-310JA-5号 機 に よ る オ ー ロ ラ ヒス の 到 来 方 向
の 測 定
松 尾 敏 郎 京 大(工)
木 村 盤 根 〃
山 岸 久 雄 極 地 研
⑨
32,S-310JA-6号 機 に よ る 高 周 波 プ ラ ズ マ 波 動 ス ペ ク ト
ル の 観 測(H)
一 波 動 粒 子 相 互 作 用 の 解 析 一
大 家 寛 東 北 大(理)
宮 岡 宏 〃
55,S-310JA-一 一7号 機 に よる 高 周 波 ノ イ ズ の 観 測
中 村 良 治 東 大(宇 宙 研)
野 村 雄 二 〃




長 石 川 晴 治 名 大(空 電研)






鎌 田哲 夫 名 大(空 電研)
小 玉正弘 山梨 医大
平 島 洋 立 教大(理)
小 川和絃 東 大(理)
岩 上 直幹 〃
西村 研究室 東 大(宇 宙研)
大気球観測報告





鎌 田哲 扶 名大(空 電研)
平 沢威男 極地研
⑩
56,日 一 ス 国 際 共 同 大 気 球 実 験 に よつ て 得 られ た オ ゾ ン 密 度 ・
























58,グ リ ー ン ラ ン ド国 際 協 同 ロ ケ ソ ト実 験
江 尻 全 機
山 岸 久 雄
















K多 点 観 測(9:30～11:10)
座 長 北 村 泰 一 九 大(理)
59,　Nose周 波 数 か ら求 め た 伝 搬 経 路 と 地 上 に む け る 振 幅 の 強
度 分 布 の 比 較
町 田 忍 東 大(宇 宙 研)
鶴 田 浩 一 郎 〃
40,コ ー ラ ス 振 巾 の 空 間 分 布
鶴 田 浩 一 郎 東 大(宇 宙 研)
町 田 忍 〃
41,VLFコ ー ラ ス バ ー ス ト と パ ル ス 性 地 磁 気 脈 動
国 分 征 東 大(理)
42,高 緯 度 多 点 観 測 に よ るPc1脈 動 の 動 特 性
林 幹 治 東 大(理)
AUVプ ロジェク トチー ム
東 大(理,宇 宙 研),
九 大(理),LBC,
　　 　 　　 　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　 　　 　 　　 U。　Vic
45,IMS高 緯 度 ネ ッ ト ワ ー ク 観 測
上 出 洋 介 京 都 産 業 大
X中 間 圏 －MAP(11:10～12:10)
座 長 小 川 利 紘 東 大(理)
44,極 域 大 気 中 で の 中性 大 気 徴 量 成 分 の 観 測
－NO2 ,NO5,05一
柴 崎 和 夫 東 大(理)
小 川 刷 紙 〃
⑫
45,夜 光雲の発 生 と中間圏 の温度 分布
岩坂 泰信 名大(水 圏研)
46,タ イロスN系 の気 象衛星 に よるマイク ロ波垂 直温度 分 布の
観測結果




座 長 鎌 田 哲 夫 名 大(空 電 研)
47,極 域 中層 大気の水蒸 気測定 につい て
岩 坂 泰信 名 大(水 圏研)
山下 喜弘 気 象研
村林 成 名 大(水 圏研)
48,昭 和基 地VHFド ップラー レー ダ観測計 画
五 十 嵐喜 良 電波 研
小 川忠彦 〃
大瀬正 美 〃
藤井 良一 極 地研
平沢威男 〃
49,Baシ エー プ ドチヤー ジの開発
中村 純二 東大(教 養)
50,極 域に むける イオ ン温度 の垂 直構造の観測 意義




51,北 欧 に お け るMAPに 関 連 し た 大 気 球 計 画
近 藤:豊 名 大(空 電 研)
高 木 増 美 〃
森 田 恭 弘 〃
岩 田 晃 〃
石 川 晴 治 〃
XII　 将 来 計 画 －ll(15:00～16:40)
座 長 松 本 治 弥 神 戸 大(工)
52,リ ン グ コ ア 型 フ ラ ッ ク ス ゲ ー ト磁 力 計 の 開 発
青 山 厳 東 海 大(工)
遠 山 文 雄 〃
西 口 正 幸 〃
55,極 域 電 離 層 電 場(静 穏 日)測 定 の 新 方 法 の 提 案
北 村 泰 一 九 大(理)
54,極 地 研 情 報 処 理 セ ン タ ー ・デ ー タ 解 析 シ ス テ ム
江 尻 全 機 極 地 研
山 岸 久 雄 〃
藤 井 良 一 〃
桜 井 治 男 〃
内 田 邦 夫 〃
55,　EXOS-Dプ ラズ マ サ ウ ン ダ ー 及 びHF帯 自然 電 波 の 地
上 並 び に 飛 翔 体 観 測 計 画
小 野 高 幸 極 地 研
56,　EXOS-D計 画 と極 域 超 高 層 物 理 の 研 究
大 家 寛 東 北 大(理)
⑭
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のに対IZ　 磁 気 圏 で は ヒ劇 論 ゲ1凄 し5
年越{て より 電 離 β'こ ∂K,ける90・ 回 転 つ
勃 呆 芝 示 唆 して いS.本 論)「蚕で・lg、動
位 相eaft、 　 a・δひ・帳 中 の ヒヒに つN・Z、
鯨 軒 舞 呆 と 為～こ対 与る 考 慮 を 述 べ・さ・
こ6)研 贋 は,(ノCムA　 d)　R.層cPLd1{en()・rL.
との 畑 研 曳Uτ 庭あ5れ 嘱egZ`1あ ふ
kua5んiS・ ・一 θ97£),〃ethcWh・4〃 エP2,AC)・V}・e・ ・A
NO、!5







COMPRESS工ONAL　 Pc4　 PULSATIONS　 OBSERVED　 AT　 SYNCHRONOUS　 ORBIT
1東海大学工学吾P
鍬 鑓 蔽(L=6.6)で 搬1さ 顧1・ATS-6・"鋼 芝峠 「・・8ω 一 七 、
;・驚i貢警 盤1禮 ㌘:[露 躍 蹴 灘'∫蠕 妄!巖
A.、ATS-6で 観 測 舗 た鯉 的 なP。轍 鮒 囲 破 く冷 靹 うパ 蝪 と?・肴 附 む ・c
の例 であん αは経 薦 ～句(D成 、分)の 振動 一7が 見 シね ・
万文分が卓 越、し全・磁 力(BT)に は振 動 成ノ分1図 う1よ高 エネ`レゼ ー7°ロト ン7ラ フクスc)
持r。r」いtra"sv,hse卿eで ある 一 元 輸 酢 漬 砕 繭 魂1砺 ち 醐 、痢
bは.動 径 綱(v献)漣 磁 躰 キRsim・;se　L3・拠v鹸 嚇 鋤 キ 越・た 鯉 … 細 ・|
、短 揖 フC卿icessl・ 祠 　Waveて ・ある.髄 帆 莇 ぷ 粒3"フ2ス・纐 之・・'Sz3°keV
、t,主 喉 音 のク ィ プ レ・屈 筋 九牛脈 動 の特d);*1し ギ㌧ 芦 少1翻 足 鋳 た へ 之・・kOf
,ト生に フい マ報 告一寸ゐ.附 迄 の蕩 エ ネ1レ ヤ㌧ ・粒}7ラ ・フクス・A要 軽 が`
紅 は!?7・f.t・i6H・ ・sXfi・ か け て の3・ 顕 著 で・あ ・仁
舳 にATS-6で 観 測t婦c・mph… 副 縦 ど1吉 、・岬 糸勤 ・継 ・・舳 高 昧
躬 網 綱 椥 た.こti・9-illl〈ilfrtaiil:i:1`1_h-　 、レや 閑 と・や 賊 構}・ つ ・ て 、更 に使 う
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翻 躇 ＼勢職 人 売韓 鎌、館 夫(紡 録 ∫多調 厨)
乎嫡 男(馳 伽 酬)
前欧{工 肛7岬9石 縫 地て聯 レ目,淳 、鯛 務 、・よる才一、巧 じ又PYシ ス憩
じ、)帖 」,備 抽 峨 勧 彦酬 き蘇{小 ・つ・・/.UtCvr:.泌 う、ま地 顧 槽 敬
含識 語織 麟蠕 芦え1顯1㌫!騙 齋!1蹴1
・ヤτ.競1転 座〆1童・.満 ノフ晒 筒そP願1・ 廊 一致1ち 叱 グ'判 ・「・'今 阻)引 し'く
/・17?午 の観}則諸 手 ・・ラ　 eviks,フ地磁 気妾勅 の 小 ざ・'崎の方 一、つラSkS2レttな ・バZ髪
工れf二 方 一 口bじkのPF拠i男 結柴 を紅 閨1ζ し、 日3和 霧硬レ、 井 手 ほ老尼 の オ ーPラ ヒ入タq
r(言塒 砿 輯3の ・y・ ブ オ ーP7レ 大 州 桐 胴 雛 砕 繕 う'
,　paip9.ngの 磁 ・南5伺qAこ 平銀L(τ2・ 時4ゲ タP'ラ 弱 く、馴 仁酬 蛛 の/例 も柿
、ニア ー ク のFt皐 ～剰P・ うyじ較 的P耽 る・・ア ー2が'走3,光7/L、 ・i二方 －v)プ ア ー7が'、k/ク レPN
惚 樒 繍 蠕 熾1織豊綴 翻 ㌔鷲 ㌣驚
1同じ瞳 でll咋 ・ τ・sf=e
























GE　 　　 　　 位 置
、～A1オ ー ロラレ ス 到 来 方{口籠 り勢結 果
の 問
4-一
Dispersive　 Periodic　 Emission・解 析
前 回 の種 麹 研 シ ン;r・(〃77擁)
に引 続1沖 緯 度岸Z・ 観測t輔
vしF/εLF　eゆ 伽 へ 昧 醐 緒集 塵
報 告 す夢。
右 め 表1てOノ?79_年 ノo月か≦ξ
ノラ7早 年 用 ま㍗4悶 に観5射 手
9
の 巨 τ・th　b　 B… モ・庫7嘩
イ言 重 れV=　 eMtS5.aonφ 捲 生 ヒヌト
プ ラ ム ひ 謡5。 籟軸 ばL。 ・・iT畑e,
纏 ほ 観 測 目 玉示 ずe観 蒐1ほ
毎 時 蜘 －sユA・(・頭 物 日和 ユ・-22・E;
E含 奄)に 実 施 工dSマ5・ リノ そ
chス へ・外 崎 新 かs・ 伽 ～5イ・n
ち1同 定 し、 同 定 主 ホ をe　 tStS～.a　onの
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今 回 婦 ぺ7μ ・榊 か ～ 得 蛛 瞬 与1・三麹 す
'x・i場 裏 ヒ ドz幅Fer～ λゾこpeれbかceバ ～s・i'　on　'Pt"
あb。 汽 め す イ ナ ミ サ フ 入 ペ クFwも 上 国fζ
証 苛 。 塔'重 晴 刻 は/97ア2ト1月7β23:tつ－sa　zrzる り
5の 精 微 を5`i誉 ず5と 次 め 様 ㍗45吾 ・
(1)3へ4　 Ltt3　 t!bめBanded　 h㌃sso中 かSl浅 老
1て い}。
(2)非 常に狭 帯 域(ゐ 瞬 β巻に1,-t†1塔t瓦 ヵい・狭 り
z"あ},
のthりtaしla期 伏'一 定 で－A}・
(午)全 数 塘 嵯 ε 示 寸.
(4)三 電 の強 度 め浅 埣
(b)み 紋
(の 纏 り正 し閤期
(4)h}～ ～ との 関 イえ
(e)繕 怯 ・ノ云淑 機 繕
言聯 葺
ヂしヲ 解 析 にあ 巨つフは 国 五種 地 研 究所 ・趨
筒雇 都 門 の方 イZに太 ・友 み世 銘1=有 り 才t2。
今 回 めEこ 並・ジ ウ ムz・CIFJ-X上 あ ↓ う烏 鷺4奴,`じ よ ・}212LEs4pし 上}ブ'ま ず 。
Fkっ 由 ～P{y～kvr¢　 peγ10(u乙e撤 、∬ λOhち 次o、
諸 肌 麦 か9調 へい 棒紅 畢'E.sstll,A・/予 迎 τ'あ}。
一5一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SYOWA
鶴 の池坊 綱 勤 行舳 至れら崎{囎 瓢 齋 蕾1鞭 蠕 懸 頸 π鵬 豊 」
謙 三1難1罎贔豊議 二 山㌧懸㌻ 靱1:!盛騙
警灘 芸濃7㌶ 奮㌶警鷺 言1導煕 己 蕊1蕊メ蕊蕊:蠕1㌫
長野 勇1纐纈 ぜ、訣 贔 、雌 久雇 梱 顧
(ユ;金 －je大.エ 、 Ω;極 地 研,3;京 大エ)
最 近 、極 地 方 の 自然 電 波(ヒ ス)やSipl・AUG・6・197,s
t　4uン 曼 二__L1'__こ 一"」 一 、.11・ ⊥-1
回 の報 告で 一部 計 算 お去 に つ・・て述 べF－ の22・00
で 、今 回 は 、図2の よ う に}こ・部 電 離 層 一 自 由
空間 一 大地 醜 元電離 層 は極 地 の静 穏 時 モ デ
1しヒ し て 、高度ID㎞ でσ の分散 と 右ii－るdnsctm
'ceam;BSX射 しに 時 に得 ら峠 興 味 あ る 幾 つ
か の計 算結 果 に つ い て報 告 す る 。
u)園 ユは σ=今 入(入 は λ射 高 度 のi寝.長)の
場 合 の 一例 で 、大地 上 の磁 界 強1護 分 布k状 自
由 空 間 中 のray　 patK　gX.し て ・・3。 大地 上 の
伝 搬 の様 与 が 明確 にわ か リ 、 この よ う な計 算
か らEmi†tanceαngleがSnell's　 lαwよ リ・1・tく
伝3。
Q)図3は 入射時 の&・avam広 が り(rtと 大地 上
砿 が り%ヒ の関 係・脚 夫地 上 の強 度 友示 し
Ebの でM3.入 射 ビーム中 が数 入の場合 、
地 上空間 分和 は数 十倍 に広 が り、磯 が1。λ以.
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角 θLヒ大地 上 の
最 大強度 の関係
ち示 しG三もので、へ
こ の 図 ガ、らTrang-
missi"n　 cone　"Mは
叫 の 関 数 と な3。





は 、計 算 ち 宏 の
テ ワ ニ ・ソワ 左 含
06・2・4・6・8・
Inciden†　angle　 θi
國4ビ ー ム の 入 射 角 と 大
地 上 の 磁 界 強 度
23:00UT





　　　　Dip=70° 　 Lower　 lonosphere




ゆ080"6040・20入 ・20ワ コ 言
(S・ ・↑h)G,。und(N。 ・th)
図2　 (rTatAssiαh　beatU渡 入 射 に よ3大 地 」L
の空 間 分 布
国3入 射 時 と大:地上 のピーAの 広 が りA
南保
護;Wz"めz(ね 園 ㎝b副 硫波の伝搬特 性 を検 討 す3。
参考文献
U)中 村 、木村:齢 営会玉里論石figt4≧萱岸斗EIJti「-r7E》-1
一6一
昭 和 基 地 。 ア イKラ ン ドtCお ・ナ るELF-vし 戸 久 射 の 共 役 性
福 面 浩2)前 沢 潔 り
/977年7月30日 ガ う9月!*日 ♂ 「'
昭 示a基 」包 乙 ア イ 入 ラ ン ド の フ サ7;1レ に ・β い
て 来 慢.為 同 時 観 測 が 行 な わ れ 表 ・ こ こ で ほ こ
め 蒔tC得 う れ1ぐ デ'一 夕9teに,ELF-v
LF放 射`:っ い7つ 共 役 性 に っ ・・7報 告E行
,なつ 。
観 測 期 間 ば/ヶ 月 キ 冷 ソ κ わ た っ マ 行 な わ
れ1ξ ガ,
一 夕t9 、S.928日 間tてf艮 ら ψし・る 。 こ 机 ろ つ デ
ー タ め ヤ`zぽ 、 コ ー ラK・ し ス ・OPエ1ッ
シ 。 ン 等 興 味 あ る 現 象 が 見 ら れ る ・
下 に ぽ 典 型 的 な2つ り 例5上tブ τー い る ・
囲 い 綱 戚 教 帯 ・ 猿 皮 自ヲ・α{訓 ま同 じ マ㌦ カ
。 ト オ フt　 n　es11S　 dら れ 非 常tけ 「夫 ・ 良 ・、
QPエ ミ 。 シ ・ ン め 例 τ あ る ・ 一 方,図2t"
角 地 蔦1(rお い て 圓 疲 放 帯 ・ 葱 度 ・現 象 自9にt
全 く 釘 ノご つ 刀 い 例 で あ る ・
こ の9うIC両 ‡也ゑ の ∫-t入'Xフ ト'レ5　 re
嫌 繭 鵬 醐 較・得狂 鵠 デ 車貯5・ ・ぱ・醐 碗 生礪 噺 雛 等ε航
1・f　SYOWA
し て い く 上 で・重 字 存 意 ・味 ε 尋 つ ・

















.巻 ・ 田 和 男 平 沢 歳 男 藤 井 桜 一
拓 殖 大 学 枢 地 、研 魔 所
前 回 の趣研 シ ン漱 ジウ ム に おい て藏 、鴻 マ翻 刻 さ本 窯 すて ク/7イ た 。tる 才 一[1ラ の比
祁 某地 とHta$a.f&li　(ア づス ラ ン ド)1・同時 仁観 」刻 軟 風 で あ りこ 廠 仁つ い て ば前 回 艘 一・青Lた バ 、
さ 小杉、ナ一 口 ラ ク)う ちマ・5977λ2dne六
つv、 マa要 役 ・性 を調 べ 発 表 した バ 、ノ今 回 は 、
486!AのHβL>・"ei:っ ・・マe¥役hlt　 kS%
べ 勧 で!ぎ9　 #k　 s　rssず β.
一 翻 刻 デ ータ の解 ネケー
/タ ク £皐 ♪万 ノO∠7。トク タガaク β」子 アゲK
ランド の 肱 ・チ・〃 と 薗 秘 の蹟 柔曝 麗 で伺 織
方側 吐 下の図は醐 畔 観蛾 瞭 ・ゆ
IZime仁 よるオー ロラ 巧レヒ較 図 である。
コu・ よ るbH,eke・P明 さい領 域(黒 い都
合 君 クOi2　)sKL)ばHVSqナe日 ・冒6和 と毛SSf27fi
伽eの 朗 るv・冷夏域(鳶,V・ 部 分 は3kR以 上)よ 一
・や 椎 茸 訓 峰 山 て却 ・又SSク クA
似eの 場 合 ・同 様 に 、ゆ 」脇 纈 期 る ・^
づ勘 所7沽 メー9-2恥 ζ1-・ ヲ魏 刻 々嫉 はH… 剣 よク 麟 媒tigq　 rtwh'一'e)?&
が 行 なめkt・ ・ この 期 間 の づ5ζz・e・z－ 才一 揖 度 酬 認 らthろ ・他 の例k宙 い て6こa　 ec
'llラぶ 間 府1こ観 測QRtf・ 日は9、勾 、9/4、%ク,う な 傾 向 ぶ見 ら本 、SS－ ク クイ ゑ)肥 で 得 ら
%/　 a　a　ff　op　3-hyi　 、 こ 魍 の 日/・翻 ・1抽 庶 坦 則 左肩 殊 ・〃θム εで 得 蜘 た#k
声 明 編 の搬 概 っ吋 痺 天府 ト㌻ チ 蜴 繰 ・ば 鵠 ど頼 醜 い鵡 ら広 伽
Af－ 夕XLと 燵 鏑 線 図 ・繊 表稠8窄 め'連 枷 る八 冷 縫1評 しく菊科 レて
戎 レ・比較 幽 ナな ・た 。 い3た い。
-」話茱kっvヘマー な・お この データ解1}アk当 ク 、谷 口氏(康 夫 捏)
窺課 の一部 萎下/・　jll　L　'Er　et]　・・　k.　 4つ の図4のmPth.1　 E　'fSg　L　IZ.:・　)_と をお礼 加 つ ゆ ▽i
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s.　 Fyah・ 漏P・ 。r・?・h'°ル
　 6.　 'ilamins
(二!》妬 で き}こ と6'券jl3.
:、rLう のktk・7.蜘 湖(吸 物 錫 璃 榔 ・
;tnl　 th)Z'あ3;し.又,At〈 鷺 戸 め
zal?ik禍 晴13'¢ 牽 ♂ あ3　 v;ibAbSも あ35.物
理 輔 勲 似,残 ・ ・禰 皐 詞 執 べ ～ 励 に,
UL?やVL下 の 旗 亀Ptのm1A'-O作 方 τP月 う
,一に オ}柵 、 佐 暁 星測 の を 奪 門 門 マ 乙一'あ
・).、 ・ η'la,=・Uzそ 山 の …　k　 ・'rtzz
エ ご絨 副 帥}晒 歳 以kをク?〉"o)xラ 伽 恥 ・
にz37・ と 鍋 べr;。
1董]s;t9,1?o年2.920G∠つ,ラ ヒご'ン1参 し イ7
(うe.zaa・2・1…f.68.1㌻leh3・ ≧'i"t°》 父 ひ'ラ'v7ン ジ5
(1`…-Lb・t・t.・49∵ ・'い ・'・')e"龍'15rフ「-
Pう の 岡 已等纏 湶1い二纂 ゲ くMcrld"ahムt`pto・n,伍a"
そkモ1・ 　ca　A臭 ピ σ)17也kliKfclit、tsカZ茅!て い5。
ラ ビ ッ1一 レ イ ク ビ ・岬 ・lew・・)?・ ・p・}・""onts-te
猷 し　 IAel　 ・Cラ ・ リ ン みz"　 17　E÷.;kaevrwovra
ノ
昏 ・ア・δあ ・ が'耽 り ・ う ピ'ソ ト レ ィ ク ブ の
P・1・u・')P・ ・P・tie-fi・ 、・ ラ下 間 迦 繭 蚕 励 呈
ヒlz .1'w・ ・d*・7ε 一ε・iV・w・ ・a岬"忘グ あ
り、 ラ ー つ ン み τ吻el・ ・6・rWtvra　 P…　n・rhb・tり
う↑勧 　}　・ez?`te　ket　,IP・x　}　・　(　z　 尚 評4舛 蝸
τ あ 》 ・ セ が'判 る.
硬 化 行 ・ 戸iて,
、　 pa・e　P・厨 ρ、9・1・副 ル・Pゲ 碗 ・ M(Zσ
蚤 と{z 、s～ εr旬 のd,t.,g.{αh.ハ,
、.*、蚕 芳 愉 の 淑 ・椚,ア 【・・4・ 1・・卿Zl5,
ハ!-vv-t占de・k{L`hbn'
3.ε 舳 ・～ ・・ap叩 〆 ・h…"T・ZI♂,〃 一叫
'S　"・　E-V・・vbi　E-S　 V…　 d　 a-ic・h'・^額'婦 樒
が・知}れ てlp.が'、-7i-Pラ 出 動 鰭 」 弓 ・
マd・e・ ・eff・～ の 硫}・ 天 や 峰{L'5'3のピ1?
に 二 の 籾 研 軸+監 で あ ・ ・1?25v-3.
一9一
/1＼),1忠 彦 五 寸 嵐 喜 良
電 波 御 免 餌
オ_ロ ラ誰動 に関連 してE層 高度 に成規u　 tCtoS5-Fie/d聖 が卑・越 してAVdが 太きくm
3S・翻 観 楓 臭橘 遣 樋 郷 愁鵬 靹3い ウ 従来 醸 靹 理1扁白幡 果 しノ綱L
解明鉋 卸 しF.SO〃 〃,パ 。プ ラーb－ 講 演で・4レ9"で 蘇 矛網 織 碍 重 嘲
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3'・ 了A-7瓢 日)・ 諏 胤 紬1"暖 地 蕨1),z)エ9AP・ ・ムi・ta!・、M・祠 ・・1エ・・t臨R… βpe-
・ つ ・ て9R'a　 aふ ・ci・ ほ ・∫民・,・t。.le,・98/.))08酬 ・t¢i、　Lbミ よ・の レ ダ エ コ ー の 解 利 緒 黒
日a赦 墓 地 のmerNdlCXVN　SCα納 こ哨pholtometet
て1測定 し た ∬ クク耽 仁 の タ鍍(石 蝋
5パ 倒 し エ コ ー釦 誠 及(実 線,
1〃 β 毎 ♪ つ穿 高 線 図E図 ω に崎 向 一
距 離 採 て禾 て「.エ コ ー強度2048以 」二
のづ醐 ぱ 濃 く 口 が ・ 〉しし髪 嚇 オ
ー ロ ラ 呼'広5マ'し も隻)可 約 に －blcず;
特 、二2午m3♂ 一ぷ3・sで4jE.le肉trs,て
・、喜(こ 本tlF全 天 方 人 ヲ 写 夏tりptgk
η、う も 毫乏.3)。 エ コ の ドッ プ ラ ー ス、
ペ クト1レ解 櫛絃 果 左 図(b?℃ 娩)iこ不 可。
図(り の実撮 ・礒 時 刻 莇 ・塒 最犬 のエ
コ ー強度(尾 ノ,石 皮繰 は 吃 つ 平 均 ドッ プ
ラー産tL(V・)で'63・ 吻 ・5レ ダ三'
一ム'二 直 角方 向(束 西 方 向)の 電 場 ε
ゲ 推 定 で き もが',図(C)り ∫易G
ぎ ノ手函 伺 きτ あ さ。 鳥 ℃咳 標
相 関 が よくネ 規 則構 造 ハ振 幅
く(△Ne)》(式&ノ,fi:法Q支 函乙
i小 て い5こ ℃が学B。 図 〔b)
}ブス ペ ク ト/レ幅 △屹(!吃{糺 丸 の
フ径、度)の 濟1司 裳イ巳を系 す。　Is
紡 募 り参従孫rJ　 z4∫-34SkWtの 工
:1一 距、報 土 で,1S'κ ηtiに 求 め
rzAVaデ ータ 蔦 の広 が・1ノを承
レ,孤 纐 工司 の破 線 ・調 応 レ
たAVd乏 ノ表 オ)くfρ図(b,♪t(ζ)の
比 」紋 か5ノ 鳳 が'フくE、)町 で'd
ム腹'ま ノ1、Eく(<!oo・VNIP),㌦
が ノ1＼さく な3し フくきく、7ま}充員
向が 見 え}。 こti.rg?が 残 ・)
ヒtwo-stre¢mgjK矛 安定.が 葵 生
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か 宙禁漁(ま 專ラく浮捜ミ新 地ヲ輔 戎蹄 廃絶 ヌ)
平尾弁碓(李 專 芥導宇宙疏 注気 海戸PI')
禽騨 気圏観 測年(IMS)に 参加1たD本 　kM愛 モ行rtざ §乏得/」一のゐ^綱(で あ δ・
・)肉 観 測斗 ド瀬 オ δ特 別観 潰1つ/つ り柾 で
あ さKYOKKO(}1XeS-A)1こJJ庫 へ 肉 ・・覇 緩肉 デ ー/・ セ ・7},ミ3d・ 、て で オ ・あ 」 づ一'
ミ衙 時 ・)観 測 ば 郎 雌b'へ 打xザ 知 人
/P7れ 斗2汽 か ら.
〃 ハじ の酊.・ 騙 舟 こ行 痔菰.叡 多 く つ重 手 アよ
鋼 惇も依 り取 得 か7」2手Sle.　 痢 そ全量 、こよ δ
観 測 り ・Pで特 色 のあ § 疹oう!つ1:,オ ーx¢7
観 測)ヒ ェ初 の試aトCあO.真 塗 蟻 タ〉'ヒで り
上 記 り 確 ・知1こ 」 フ.或 δ1程 灰 俵 泣 萎 れ た
KYOK2('0
に ま　J　aurora/6absforwt　 6)観.測1こ 絞 ・・て
'乞礪 鞭 転、違 §/?7岬s酬K綱 恥 ・・uilst・帆 ・λ卿 δ廟 ア幅 亀
アレカメ ラ1;よ δ オ 　ーvrラ の締 ゆ撮像観 浪1於 あ&
誉 げ5畝S。 このTVカ メ7VNよ9オ ーv・ フ 行 フて泉3降1竜 子 エネ1レギ～入 ぺ7いvっ
つ即 自肉キ球 で'り観 測 ヰ 重量 塗 等々 の制酸 デ㌧ タ とつ対応 」 フ・従事 この種 の共1壱椀 川
島・3プ 輪 仁 デM痔4Se,i」6N・ ア・る㌧ 臼1,た15Z5-Zの・観 郎 ξ求 ・漆 パ 捻 嵩
上妃 の・観潰漱 恥 や./22矛 ケら時)亀本 構能t
方 一すSプ 「一や ラ{動イ象デ ー7Σ 麟 ヤ5守20000欲
取 得す 峰 あ一時 ・7・.・ の&・〈r・Sτ5-・b－
獅 榊 ・・綱 脚 榊 、・取 得 ほ オ一門
画像 デ ーfり 鹸 暗,も ・、・卿 す3董 で婦.
こり曇 空蟻タ})Lオ　ー xa　フ撮 像観 漁1張遣(
のGら 恥 麟 レ繍 でゆO/a/。aa!L・ 〃
s/Sle幽 叙和 室 動 ず るキ 遠ふ ツ認 め 玉山7ま ・・
カー 、従求 の δμ加 か/〃 像 で准律iK力 説d・ ・
ゑ嘩 關 嫡 ・舷 岬 ら…1こ・よ・7・事 で
。1・ κ汐 撤Ol・Zll・ ・碑 時観 測 乏
イ訊7こ オ 　ーvr　ラの彫 項鹸 顛 と〉＼鯛r竜 子
エネvギ ース ペ7い レα 効舵 肉係1こ剛
て6醐 ズ 的 綱 ・こ31D・て 僻 榊 一峻
て'が 恥 叫56・ 吋 ・て劔 ・
か 、輌 ・時 の鋼 惇 知 桿 ～
フ「一口 ライ ブ ス トーム リ詔甑 吟廠相 に肉 吃
A7v)ち ・ち戯 細 る鹸 デ ーア 癒 ・7`〃78す 痛 柄 つ・ヤて?? ???」?? ? ??、 、??????????? ?????? ??? ???????? ? ?
ノ)eκ7'aAsioyL　 on-Setズ 荊 よ ソ、待 在 す 」
才 一　tZ　ア ア ー ノ の4/fefnoo〃 　bra　vacA　 (〃〃ve-
"樒 ㌃
,緩急)誤認f緻 鵠1
乏 、れ δ 、Stzbste〃1eλ アqnsibYV|こ1紅 塵 の7よ　・t　s
d2screτe・"A--9ft内 閣 靹4r4酬/碗 パ
・v4/の 繍 衣 側1こlo・ て 鮎 す 」)・
地弾 羅 癒 ξ、碑経論の挿 入仁 涛 の事象E・桿c司 て 港ゑ て行)
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大山素戻、中村良治(東 大宇宙研) R.L.　 5ten:乙el　 (UCLA)
権威に降下35オ ーロラ電 子Pt　1～10　keVのdithの 場合)。DLは 中lU軸上の乙ご30λDに
に加速 された毛の で、あるこeis良 く矢・5れ て 位 置 し(言4菖)祀 の領域では答電血縁は
おり 、そのメカニK・Atし てタ・7"iVLイV－ 磁 力線 にほ1翻 った分布(言 ⊥彦～)乙 な.て
(DL)や 異状抵抗 等か盛 ん19研 究 され 、人工 お り 、全体 としては 、磁 気圏で考 んうれてい
衛 星に請 直接観測ユ桁 なわれて・、る 。そ の るu鯉 諒 している,
結果 、オーロラ帯上空約1R副 こは局在化 した 電 子はDLに よ って加速されて 、磁 力線 に沿 フ
沿磁 力線電場(DL)が 存在 し 、等電位線がUて 円板電極 に向け て流フk込む 。
字型 をした構造き持 フていることが推定 され イオ ンビーム は 、磁 気圏尾かうの1・lHD的なフ。
てし)る・2ロ ト琉(雁 ぢKeV)1内 応 い 鴇 臥 木陽
DLに っし)ては理論的断究の旭 無 磁 場や一 風 一磁 気圏発電作 用の生ずる電離層電枷 こ対
榛鶴 中での室内実験3縮 勧 れてし)るが 、応 彊 。
磁 気圏物理学の直土易か5は 、ミラーm22場中で・ ヘ ルAホ1し ツコイ ルによるタ陪P磁 場(ユ～706)
の模擬顯 灸力唾 要 乙なる.こ こに行 なわれた は 厘 の影響 線 くこ乙 、ビーム密度nb/a,
鎌 は 、その点 鵬 虚 蝉 た最初 の実験編.き 上げ㍍ 乙胡 的 乙して印力釣 れて・る 。
実験装置の概 略 を図1に 示す.長 さ'5mの エネ」レギ一分柞器 にょる測定,は 、磁石一－DL
チ エンA"一 内には 、2っ のフ。ラズ マ源 が置か 間 には捕捉電}が ほ乙んと"為在 しなt)こ と,を
フk、左側 の中央 には直径6c肌 の永久磁石(表 示 す。これは2次元的DLの 特徴 で・める 。
面で・2.Keけがつ リ下げ5れ ている 。右側 の協 また 、磁 気圏 での条4牛と同様 に 、電離作 用が
極電縫 左側 噛 して上 げると 、中央 のグt,　DL生 成 のメカニx"ム の本9.て・なし、こ乙が 、ア
ッドを通 して 、磁石に向けてイオ ンビームが フターグ ロ一中で のDL生 成 、Vraの上昇だ けで
入射 するs。 はDLは 生成されない 、警か5示 された 。
この ヒき 、磁 石前 面に置 力凍 た円 板電極 のバ'
イア ス ＼4、ビ'一ム のカ0速電狂 レもによって!勧 五
差(拓 が定 まる安定 なDLが 生成 された(1≦e略
£25)。
図2に 磁場 乙等雪遊線 の様}き 示 す(05吟
ああ　　 　 　し　 あ 　つ　　　　 　しム　　ム
艮 鴨 蠕TZ咽 　　　　MAGNET
エ　M・zer　 etαL,偽 γ・制 崩 ・翌,24・(剛
2・　 Bbck,　 ⊂bsmicElectrod/π ・三Σ,ラ44(1`172)
3.　 QLuorし&イ ～∧〆ong、Plシts・　ReV.　Le七t・芝エ/'3fi3(Ig76)
4.　 Stenzel　 et　alり 吻&ReM畑 ・笠 牌 ・(1・18・)
tr'　 M・k・mq・ αec・1。J・Appl・Phγ ・・(M…lt19別)
B(rニO.z)(G)
　 くコくラ くつ くコ くつ





















図 ユ 実1織 置 エ ミ,〉,};,7・7,ロ ーブ・に よ.
て 、電 位 が測定 され る 。
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図z(の 磁場 分布(b)写 電位線 の
分布　。PLはzき3Cmに 生 ひ・てoる 。
フ ラ゜ズ'マ圏f氏温 フ゜ ラズ マの高 王子1しギ 一半止手降 下 に対 す3そ支客ll
磁 気圏の葛 工和 しギ㌧粗 手とフ゜ラズマ圏
の低温 朽 ズ'マの相 互作 舳 電縫 の構造 を
決定 ず3重 要咽 狗 一つで鰯.停ll之1ブ,
フ・ラズ マ ホ 一゜ ズ(・Aglj可 憐 度 て"見 ら畑 電OP・'(・ 、3
},m度 の ト ラフ は,両 ラ島のネ自立作 用 に ょ3電
離 層 の加 熱 ヵ喉 因 と飯 ら椙.と ころが,
赤 道 面 ・お 塒7・ ラズ マ圏`磁 気圏 の翻tの
変 化 に よ っ て複 雑.に 衰形 可3の1こ 対 し てノ 電
与態 度 の ト ラ フ で'tgこ れ1ミ タ寸声 す3変.行 うが'観
ラ則 され}こ と ほ稀)で あ ろ・ この理 由 の 一 つ と
{て,7° ラ ズ マ圏 のイ氏ラ星 フ。ラズ'マ の態 度 ヵw両
伽 概1醐 を コ ン トロ ーtレ して ・・3こ と,
grshl,7σ ラズ マホ 一゜ ズ 礪 鞠 ・1わ 咽
9Pの フ ラ゜ ズ マ顧 が 低 下 すれ ば,ai)エliし そ
一)陽 のt£1?・川 間 恥 さ ・な3と ・・)こ と
カで・考 え られ る。
最 近二 王SIS2の 潅見測 に よ る つetαcムe4
Arcと ・つ1一 ロ ラ オー バ1し か らア ー7が'微
微 側 へ伸b"Z・ ・3現 象 解 蔭台 れ て い3.
(M・sh・.P(・ta(.,!979;WallisCt・/・,/977)
醐 視 軸7・ ラ ズ マ ホ・一 ズ の変 形 と類 似 性 が
見 られ 、 そ の関 融 け"繰 され て い3。
フ・ラズ マ㌣ ズ の{転 多fま,磁 姻 電 場 の
変 伯 ・よ・ て い ろ・・う 研 鞠 録 可 朝 時 に
その或こ形 の しカ＼1三tc,;ソ フoラズ マ密 度 ・もナこぎ
く変4⊂ 寸3。 こ 二 で(aフoラ ズ'マ ホ 一゜ ズ'の変 音多
とそれ1・ ぞわ7。 ラズ マ窟度 の釦cを 計 靴.
Petα 、ムe4　 kcの 看彫則結 果 とeciligltす3。
瞳 的長 時 岡(数 日程 度)の 地 磁 気静 穏 期 間
di後 にPetaChed　 Arcの 観 測1ラllがろ い ・とは
フoラズ'マ圏 の低 温 フ ラ゜ ズ マ の重要 な重気害り乞手、
.下 の酬 」、7・ ラ ズ マ圏 磁 称 ・





















M・ ・んupi,M.c.、e・1).A・y・ ・、r.∫ 、tL'tq・pP・・ee,つ 、P、 ωa!/"・,1.H.tvh・tzf/ek・・,・ ・d
ム'κ6m・e、 　 Cha・acteri・ 右 ・・ 。9で ・。吋 ・(}9"on触r。t・.2pat・A2sa・aCd・(a・A・・{ar
。もs…　 ea　 もγ ∬ エ ～2,」G-R&9/t333-B¥も 戸?7?・
walt・'・,つ ・'D・,」-R.BK・roug,M・c・f'1・・k・pi,c・1)・A・s・ ら　 a・dエ ∫・　Muxph・2e,
0ム δα鳩'。 ・・ イPα ・SUeaρ 顧 ρ・椥 勺 ・'・f・d・ 亡・・)Aed・ … α・よP・ ・tt4e」 ・8・ato・w・ ・tl
δ;'ズ 路之 ひαreha!　 oぴσノ ノ 丁0-R萱 差ノ'3サ7-/360ノ!97ア・
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媛 電 流 の サ ブス ト ム強 度 への影 響
鯉 醜 駒 南城 分 が サプス トづ 雑 劇 ・辺1鴻 灘 臓 物 輌 豊 手分 の瓢 プ
産1謝 して鍾 碑 素 で柄 ことiSEgs・〈・の所 為 ク又 あrt・VMε 砿 鰹 とつ・・禰 像
宛力・ら胴 か1。舗 てきた。 し・・しな ・・ら惑 乞.紅 たtの で'あろ・但 し,メ・σ。 郷 綱 イす
郵 蜥 蜴 の鯛 輔 向 きrvg。 てfOsn6ザ1伽 之 た靭 け1あ ろ・]9。・朔 躍 憶 う1鏑
つ・ス レ ハ徽 と泌 輪 噂 前 のえ 褻 乙り 胤 よる・劇 変・湘 関 抗 して・・る・ 加 持
螂 な締,糊 嚇 迄 嚇 ゑ で岬 らか に ざ な繰 が醇 拗 け ブ ズ ー励 磁 鳩
k,、 、な、、.轄 間磁 場 の急 激繍 向 きが起 合1蝿 屋陶磁 蜘 急 激な 輌 きが起 る・輔 の
る♪嫡 の鯉i細 末 きさが,惑 星鵬 場 繍 援 彰 緬 ん きさ 、・価 すろ・ 考 ・晩 方 秘 ・
娘 分 とサブス レ ・禰 度 の関蜘 こ嫡 苛に影 惑 星悶満 場 の融 き部 分 の フラッ クス が櫛'
¥2;;一.Z,4S5b・E,)76・ ・!F6N}19714itLqlで あ ・抽 麗 譲 る分 峰 遠 レて・・ろ・紅
鯛 糊 他色 用いて調 べ 繍 果 につ ・・て継 泳 丸き 勧 ブヌ ト ームが鋤 獅 ・ こペ ラ
es。 　 1、.VS}aopitoEの 繍 な如(侃1ボ に髄 渤1討 プス トーハ級 聞 して 鯉 閲
,βc7sr¥)酵 。て サブス トーム・・起oG磁 勘 蹴 紡 綱 蜘 ・櫛1鐘 歌 意 で
る(v・b、v,、sak(細。1?71JB。t・K,1972;κ 。・・b甑 減,)977)あろ ・
こ 乙 かs,痴 ヨ の 解 加 こ於 い て1ま 出xるveリ
惑 星 蘭磁 場 の急 激 な 南向 き に よ る効 果 乞抽 出
す るkicifeif.24と して 下物 の象砂 洲 ・'た・3。 。
O.RS屋 闇磁 場 り,5dVな 南M-eq　 kffeる 前 後 の迄
陽 胤 の 勤王 が 泌 較 鈎 多し勧 の な ＼'こ 乙。
・鳩 星房脇 嚇,そ り急 激 な 輌 き碗 る前,
少 な く 乙 毛4時va)7.M・itl.7s)ゾ 、L・dblaき2° °
蝿 雄 伽 て・・る こ呂.蕊
夕,助 鰍 で1嫡 も指数が疵 ら与・8迄の 慧
倣 蜘 ひ 癖 例 色価 ナ加 揃 回 の翻 璋 乏 に ㍉ 。
a」5761E・…bの に した・但 し,用 ・・うれ ろ勃1が
少 な ・・為 選 択 髪準 り・雑 協 のよ う・抄 し
緩 和 した.
④1惑星間磁場ls,　 南 向 きが彪 ころ酌少 なく 乙o
も3暗}閉)」].」二1よ死 活〕き カこ鯵'&itオ 多して い ろ































SINGLE-」DOUBLE－ ノ　qnd　 TRIPLE・-SHEET　 FIELD-ALIGNED　 CURRENTS
　　　　　　　　　　　　　in　 the　 DAYSIDE　 CUSP　 REGION
R.FUJII　 (NIPR)　 qnd　 T,IIJIMA　 .(UNIV,　 of　 TOKYO)
PAy～1◎ε((:uバP)　 REGtOiJのF'Eし り－
ALtξNED　 CVRRErJT　 Cmc)　 につ"Zt;　 Yの刊 態
雇御 竃 星闇 壁 間 磁 場 舘 との 関係 等 、牽右・
は,き ツし'ZtltSvo
ノ今回e揮 毫2・ ⊂ま,　TelADに よソ{得号車た
乃養場 デ ー タ重 用 いて.　 DA・YseDEのF冷(yt:つt`Z
芝 の特 性 ま通 路 。(北 掘 り
'FACの 袴 奏象としzl事」単層(醐7疹 ギZ上
向を ヌ停下向せ),二 言届(高 鱗 側 に上向守,
伯航 覆りに 下向きの量寸磁's(1;!e遂)母 御
三重乃(高 纈4頓Sbら 上向き.■F向き㌦」ヒ向寺壷;2し
ヌ{審Iq蓮)1=・ っt12考 えた・
特 性 ℃し 乙 は
り 三倉類(岸 ・二道重層)@FACの 工MF
8y・ θ茎との関 係(MしT－ 工NV42デ布)
‖)」 鵜 糊Cl二 重唐FAcの 幽1唄惇肩 に
よ,z采 鞠 か(鵜 と二鶴 ψ卑1・3tSか)
二重島 呂三重ノ旨UCのSミ 視 感 何 陰よ,て
沃 尋3か
仁 ・7`1て調A・ た.
芝の 結 果 乙 し て
D輔 フ髄 のモのに関 してta,
下向き電流`不 千歯側 に 埆 き電 流 麻椥ll
r-!分布す3が㌧　 YqfiSiエ.　 Buの 符号t2よソ移動
す3。 β8>Ol適 泪'2ん'3胱T
Bllく・ 、"t・ づ 崎
リ 二割 脅構 蓬 のRS・)1・関しZta.
・工MF　 Bk}　>0の ヒき{エ　 9-/5MLTOt
高轍1β 上向き.惨縛左側1F向 をの鍵」紺 タ
do洲 砺 山 香宙3,
・B響 くoの 固 事?一'∫ μcrか 高 緯 左 側r-下 向 き
・修 剰t震 側 に 上向 きの電 兼 対PtdのMfuatτ ・83.
1り 三誠 擬 のbe・い ・・z(s
・ZMFBe70atき は?-tSMLTT,高 純 度側 鴻
上自恕 下向を。掲向 きの電 灸 対 β・`　do)-itha"tT'あ3.
・　Be〈oの とをre　?-fSMじTe'上 記 ヒ 蓮 のテ霞網 漸
do鴇 δ哨帆tz吟 友i.
iv)輪 橋 蓮の汐)が娩 す3か 二重・rkMEfiEe¥の ナ
袈損 す3声1τ.　:EHFの 条件 官けtvrs承 齢す∵磁気
圏肉 の4冴 嵌 句 が'蜘 秦τ3・
餅 網 依講 演 かLrA・3.
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入 谷 晃(電 流研犬吠電波観測所)飼 う佐 奈(電{寂 研 究がP
野 崎 憲 良F(竜 郷 死所)加 藤 汚 弟(電 ラ醐 犬吠砲'蜘 測がP
南極iＬfi,SO」-PtヒしてVLF鰍 槻 測 たこ跡 胴 輪 は・ユ・こ・・と肋 蜻 ・
耀 髄 檀 ∪ る.今 回財2峡 醜 観 測3・'・ ・リて・舗 調 度 棚 るくか ても
耐 心、じ、 欄 殖 財 郷 轍 輸 却 盆相 　 TmSU酬 ・崩'C　 ・;　・zalS・'f・E　L　raり こ ℃グ う愛憐
棚 び 一対 解郁 そ橘 呆 粥 うれ 飼 で は正'協働 雁 してし)る・
報 告 ヲ る。 」[メ・よ二のことカ'う
オ ノsガ電2皮のイ主相 日表イヒ/量うi血路 蝕 か う達しHA1}くUう サイ ク
距離 へ の距離特 性 て低緯 度 も東 かう面へ伝 搬 ルス ソシピ ングは
する隣 つ異常,赤 道 壱横 切5枷 ・現 あh3裏 低 緯度 ε東 か うth
鵜 国 司 醐 でT£USHIMA-・ 」・6・H・(ヘ イ魏 弗 離 地
黒纈 告㌍;野 認 漂lll請 豊艶警㍑
巧 フ リーマ ントノレ(+対 ラソ刀 ま で 矛 ほ つ よ 帰
枢1躯 ある.図 柄 黒丸tgi.zeg(uＴ)の 船 賄 龍 きに熟
す る 合リヒノ考λラのイ立置2示9 9
れ る.
、。 ・36・ …5ユ82121・T(甑・　∠　OOO　 K・m)
才2.図 当 ソ りHA工1くU9
位 ン稲 臼衷イヒ量 の 距離 特 性 も示5。 中緯 度 に ろ・
げ る値 は約8作/tMeqで あbミt　 ij'一知 う栢 ∪
るが 東 浄、で はIo芦s/Meytで 稽 準イ直2よ ・まk)フ
て り る。 こec'繍1モ ー ド棚 経 棘 モ東 か ラ
才1図 船 り航 行 コ ース
HAIKU　 に は サ イ ク 」レス リ シ ビ ンク㌧か現 め
れ磁 気 赤 道 イ寸迩 で発 生E頻度 が最 大 ℃ な ソ,
萌 へ伝 搬 舅 際,イ 胡 腿 度 が地 球 磁 場 り効 果
も 受 帰 た め ぞあ る,　 Fr・mantle　 て"の 値 は
S/Lts/1・lonで異 常1ミ 小 さ 、ノ.ま たT6UδHIMA
の 東sg,に あ・げ る値 は18/・rs/Monで'Zモ ー ド伝
F,entCtntZe　 >凌 舳 中 に も連 日,職 汲 時 撤E-S,し,Fr… 　ant2eでS・SN/M・・で あ る・
1,発 生 した.れ 図1・滋 緑 笈 髄 でのv6　 REUNエo～ 吠 吠 で のノ姻 日劇 乙量 な ク・雛
T,SVβH工MA　 に はサ イ ク1レ ス リ シ ピ ンク は 兆
生 し 奄か うた 。
サ イ クルス リッピ ングの薄、因 ヒ して三 つン考 え
う れ る・
1.　inzモ ー ドがiPZモ ードよ ソ卓駒 。蒔
之 蓮 田 ソ伝 廠 波 ヒのチ歩
3,受 イ8磯 の誤 動作
2」 こつり て・a犬吠 電波観 測飾 こ刈 る実験
で逆 回 ソ伝 搬 波を除 去(Carゐ σ雇 アン テナ
使 即 してもサ イ7.,レ ス リシピ ングが発 生 し
NOV.DEC.1979
才3図 測 ・庭卿 司申 つイ立オ8日変化 丑
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ぷC乙1:イ 辛 ウ て 万力起d.れ う つ 手 ゴ7㍗
1極戒 超 高 層 復 宅し(MaSlae†iじand　 AuroraI
∫abst・ ・m,　 U　L　F,　 V　L　 F　 e　?・;ssi・ の'+ビll,
肥 痺 磁,易 の ∫teρ －faκction　 b9ア」 袈 勧 ド 絆 す
珍 ∫・μ厩 π・卿 礒 紅 択 ・'る ・ び
もt6りr;極 域 榎 多し1々 妥 の 諾 生 ・ 伝 搬 機 構E,
繰 る う え で 重 客 与 信 味 ε 毛 つ 。
SCCに よ フ マ 励 起1れ 仁 権 威 穐 姦しv*l
∠。eaE　 tfue　 S・よ,て ビ の よ う ド 菟 パ く
る のv＼,!9ヌ6^・ ヌ9tel'1く 暗 躍ロ基 地 でt{fi・r〈,
∫36Silの,Slζ 乙 現 象.に っ い て 窃1べ て み 尺 。
レLl百o)考 邑生 多良ノ≡L〔=っ い て!1/zhピ 負{三.ヒ 一゜ ク'こ
も つ 分 和 幽 恥 妹 パ 　 UL戸 り・ke(/8ん 嘆
じv－ ク)L比 較lzし/[戸tJ,/8^・2gh2・・も6
峯q文星度 の 励 起vs'2・fち れ う ヒ い う 精 微 ■ぐあ る 。
{か 毛 細,1・ ・エ ミ ・ カ ソ のtyr-11,オ ー ロ
ラ ヒ ス の'ぐ シ ド に う マ"励 起 バ'厘 ノ賀 」6のvx"あ り,
興 味 叛 ・・。 弓r"　 EL戸 ヒVL戸9エe上 の 磁 場
の 順 ・分 噛 順 や 掲 ヒ,全 イ本 ・ 周 ラ霞 敬
諺 の 広 ■ぐう マ 強ra,V¢ 化tJ,非 彰t=茸 拓 バ よ く
泓 綱 ・ ゲ ・　-　i・'　・V"tl　Coinρ レessi・ 月,7'N.fi鋤
1〃70(fμ κaficnl?い る 篠}vく わ カ＼ う 。 う7る
M・3〃etie　 dU,d　 A・k・ha/　 sαbsナ ρr〃日 ・関1
2ほ,図2ド 示 あ 可 仰 く,00ゐ ～03h乙 丁 峻
t二$(二Cド イキ う5凱hSナohva　 A后 力起 の し゜ 一 フ ザぐ
瓠 あ ち れ う 。
vKMa>k,tljftヤ ・b,コ う1"朝 勧 戒才齢 し
は,地 者 時 イ友 有一性 珍ift,rc18守 起2れ 易 い 物 理
的 オt鮭 の 彬 成Pt'%一 段 階z",1こt:$c　 cノ 」
ビtF;88e,tヒ ナsる 現 象 とQ・ カ'1ナ ビ{z発 生
M
巧 る 毛 め ヒ 晃 乞 ち れ る 。 本 譜 微1二 お・い2tτ 特
v.　"}tylaznie"・.　 a・nd麺 。回sμ 嚇 ・Vh}・ ・
粍4物 理 的悲 態 の{物成1二 関1之 島守諭1う.
Magnetic　 H-Component　 Syowa　 Station
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?'lhIlbI!「1(ふ`06hl
Iい 「
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?・1.一 謡 ヘ ベ ♂J',N
_,ド ゜1h_1鐵=顯 ゼ ∵ い
.ベへ
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図1.sCCIて よ?ぞ 励 起 つ れ た
〃as〃 εカc　 5wbstov勿4例(eg　tv算 ・c)。
9CCめ0れ ∫eナ 椥el1.矢 印Z・ ・5.ユ れ
zい る 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (GLT)
図2.∫CCに よ フ マ 万力起iれ う
haaShef'c　 s・・hstby♪"の 地 方 時 夜 霧 住 ・
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南、権 威 に お げ るLS1二Sト ッ プ ブ イ ド ナ ウ ソ デ ィ ソ ク
A(icデ ー タ の 角子折
損 享和1ム,面 蹄 良,丸 ム 隆,佑 フト誠 二,　jkム 微,鰯 尚{サ 本極4↑ ・
天瀬 正美(苞 波跡 見所)ノ 手 沢威 男(極 地研 究所)
夕呂粒差 地{こお・い て/976.il-4月 に15エ、Sのテ の間 にス・ケ ー/レ.ナーノぐずO,オ呈の湧蜜い無名ヲ希1"'
レメ トリ飾 臼継 しZ>AA,」 〈1・Yク ソ 視 」1Pれ いb・ ま た'畑 蜻 κ ε概 則
タ・テ㌧ タ蘇 駈 れ ひ る.繊1・ 祠 捌 戸r・'7・ベ ク ト・レEtフ 櫛 和 見 うね ・」k
/肝 靹 ク ンダ観 測 の タザ クンダ
9t.".　iglxのAqcデ ㌧7{地 軸r.擬
モフ極 噺 有 の多彩 な自、ボ放射 κフ
い ての蜂 な博狐 色βし保 アる ・
本講 演 で(t,Z5エ5サ ウ/タ テ ータ
の/沸kの 処理 ラ『茎払につ　ve　てsiB.べ、t?76
斗 に承件 ミkkAeCデ ー タ 亙基 に,
趣 域 η移、露、1放射 の將 挫 κつい て1干た
ヤ備 締 な静新緯 呆 乏根 音 する ・
多 パ 釦 」今矛、度娯作 中の データ処
酪 ス アム の献 辞 す ・ノトシK7y 、 、.一 一ー_、
L＼の撒 ばイ 才 ノグ ヲム とA6CデLタ/図.　 Iszsザ ウン'㍉ ソ"一 一 処震 こ 一ムの ヵ
E同 時 κ富蹟菅 κみ 永,SkぱAeCデ ータ のみ 乙 ろ0推 青 々 〃強度枢 大 仏 濫1まfμの種Jl弦 置 と
,ゑ 瓦(/98の 〃βeresm,・5　rp解ペ ソレコ,ダ ビ紀綱b　 ifどLiteず 観 劇t9ば 一処 乙刺
耀;瓢 嶽 惣 膨;磐1鷺 雲隠無㌫ 誌鴛鵜籔巖
ナ で素t旗 いAkRと 希 え励 紬 慮 放射 が観 　 E　・Lフe　iJiLrzエ∬δ一・zのデ ータ静 才行 進 力 τh'
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華鵡 瓢1請 けるISJS　 Kオ ノグラムのNω 酬 について
宿 木 識 二,相 京和 弘,西 崎 良,緒 方 隆 信.立 山 隆 ・早 沢戯 男
{郵 政 省 電 波顧 寿 町)瞳 臨 か御 初
D序'%6fZPSH電 纐 罐 臨1976葺4月 働 臨 界 周 鰍 の線 香.虹 コ ・トレー 又 の抽 出・
昭和 碁 席 に お い てAloueTre.　 1Slseiデ ータ の受{6)N㈲ フ'βフi・　'flレの評 価1素 。 の6>「 あ る 。今
信 ε颪 指 し て以 来,yy量 の'fオ ノ グ ラム が 得 の シス テ ム では,こmsす べr人neatN"y－ ン
5thτ い5。 しか 乙 ～㈲ ナロ フ ァイ ルE棄 あ 認 識 の能 力'こ績 っ てい3∂ 「,こ のSIEI程Eobj廃
る事 は.上 部 電 離 層at贋 造E知5　 rc　d,に ぼ 有 な 限 り言r寡 磁 処理 に署 廃 え5皐 に よ り.大 量
nt。:¥;zでas5に もb・ δ・M5ず.0・r」 リ労 力Mオ げ う ム のN(h}PtＬifTδ ・"〈"き3eeS「v3as
Ee'Y5ft$('di3カrmえ にmtrsutに 敬 は　 SPt5・ 蒋'こ 疎 域 ビ・・fl・ ク"ラム・」スル ド(て
わ ダ〃,ビ あ5.こ ご でt9.it#1の 訪 摩微 のre　 い3f・ ・nl'Sy・,テ 抄 タノレftt45e・="Jf17
達6乏 び傍 観鯉 授 術 の遣 歩 だ ク・ん クrみ.N(h)鍾 の麿」(「r687rc:メfJのAL－ ズ のnedi励9f1"
膚 付m自 動 化 の試 み ε始 め に.こ こ で9オ 釘dh9・
及 び そ の第 暇StCT,7',・:-s}V〈 オ ノ 圃 デ・シ鋤 ・π ・7'E7ム岬 腺 嫡 スIN"・フ綱 定
グ ラ∠ の 醐 萢 〃・鰭 ス/N'イ ク 同 定 アノレゴ ツ 」9Tses・・t!!・rem,e・e)e"デt99XAper乙rrt
ズ4に つ,,r3SiSV9。 ご－tタル イ才ノグ ラA　M」2'7・3　 ・　LZ'6tp〃UZSfU
U)N㈱ 舗 Φ自働fヒN(h)解 析 自働}化 の細1萄 に ワンり゜リ ンア し.御 願 は ビデオ 億 号 に
のnt念 座 下'こ 示;。 　 em/9iEft1SPtA・rth・tJ　 λ・τt・522thのSk謝7-VgStkes・謂 食
臓 飢 てい訓 ㈲ 醐 れ ス テ ム の璽 躍 層　 tt,各 ライン に6・ け3　jSi　Asa　 Eutllt;b95　 .　F鳩
等 に よ 。 て明 」 ∂・に 庖 ・　reM題k.εat良 した　 Jt.i".fフの同定 ・;i'X下m・1="tて 従 う 　・ti・Lンジts－
もσ、〈'di5.解 決 可 べ き 内題 は ・い デ・シタル
イオ ノ グ ラ∠1のf窄Et'。t2)イ 才 ノグ ラAデ ータ







励 のエコーのE3一 よ ツダ4移 スバ'イクのP7滅E"の ゐ」
周 波数 テープ1しE佑 成 。①WMρ よ り観 測 位蟹 に
th・σ」ノ7Ere(,チ ーフ"ILXリ4e鷹 の方8榎 鳶.f3/y
房 ξ仮店(.各 ズ!1°イク房7の 扉7孫jtよ ッ
fr.fxsを 註 算75。 そ(τ テーブル∂、」 元応
可5呉 購 スf、.イクE周 症1す5。 釘応 す3fの




















W)品 異 亀 島,昭 和画受 信局 ご受 傍tた
jク70ntの ノ醐 ∬ イ才ノグ ラ4/ご.こ の
{同定 ア1レゴ リズ ム を歯 甲(満 足 τきる
循累 区得 に。残54個 の固題 芝解 決 す
3皐 に∫ り,大 量 イオノ ブ ラム の解駒
M"r"き3夢 ∂s'eWfi　.tm.　 3!亡 君7μ コ"
りズム のあ56の は将 来 のオンボニド
f世理 への道E周 くφの こあ3。 な 蔚.
規N㈲ 解tS　'i　xテ ム によ 、 τ,昭 和顧
慮に δiNいて受信 さmに イオノ ク"ラAの
N(h)解 称 を」n6年塵 に行
う予定 で♂i3。1㌫
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(南 極 、師 家P募 τε ぞ'屡桔(
rz　rsy～-2紗 デLタ)
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lR可6年 斗Rに 南輸 さ脈に,南 極 田和 この 図よ り
基 地 ズ の 電磁 層翻 繍 星 工 ～エ5-,る の
1「しF午L夕 受・信 毛5年 玄i経 過 しに 。
す 之1にIRgo年 乙 自害z'に 受・信 さ 吼 た 約 与
野 トの干L夕 が 日本 に鞘 ・鰯 匹 解析 さua
て ＼、る 。 、9「 〔6辱 」L目 か 弓1980」 年 礼
目ま で に受 信 さLK　re軌 道 数 は 工S工S-1,
乃{合 わ 忙 る と.600髄 迄越Zる 。
さK解 析 さ 敗 亡VLFデ 、一夕 中1二 冠
り ・)一 サ ー の 発 生 頻 度 の ピ ー ク 貸
方 一 口 う オ]X"-ILに 会 フ て 、＼る ・
乃)、)一 サ ー は オ ーDう オ}s'-ILの 内側
(喬 講 度 側)の 嶺 二域 で 七 鹿 妻)t1ua3・
3)」 夜E唱 「†・側 で'ぱ 、)一 サ ー 応 あ き り 願)
さ 収 な 、、。
と 、＼っ †三 二 と 力x'"bカ 、る 。
二 の ノh匝(r)詳 し い 解 析 念書果1:二 つ 、、て 蔑
Z。 ・9,)9越 顧 了 しF、)一 サ ーV'ssua5.講頬 当 日 報 齢 る ・
VLFり 一サ ーQ　 iqer,scう な特 徴 支持 っ 。
り
主持 っ。
z)・)一 ス領 」敢が キ 常 に)1＼さ ＼、.
う)垂 生落鴻ミが 位 の緬 租 象 と較 べ 蔽 い。
斗)軽 生 ザ、磁 気 圏 の、、う い う な 輌 三藝 量 に
よ1)大 き く、瓦 右 さ 似 る 。
S)、18つ 力 し)ト1二 蘭捺 しE粒3運 動
に よ1)廟 起 き 眠 る と 匙 わ 散 る。
こ れ う6)特 徴 が 弓　 TLF　 、)一 サ ー は 極 域
の粒3晃 動 の様5差 示 す良 培 怠指 標 と な り得
るで'あ う う 。
乏 こ で 今 回,田 租 基 地 で 重 ・信 さ 臥 た
工S工S-　 1,Z,　mTLFデL・ ヲ差毛 と1こT
LFV-"'一 一(r)特吐 客僻 村 した.Zの 紬 呆
IZ.報 替 る.vしF、)-b－ 峰 蟻 域 鳴
に つ 、、之 直 田和 基坦 で 、qR6茸 ～19ηY
辱 に浸,信 さLltF_工S工S-1,kのV　L・　F　`i"一
夕2E,b=し た僻 輌 ・、 解'に 糟 石膏)い9
80)に よ1)　ifs　tS　WO　MZ　 、、るザ,今@　 as
さ ら にlqRδ 年 ～|q町9年 のデ ータ も
加 乞 之 、る σ)ズ よ り計 い 、解 析 ザ 可能 と
意 フ1三 。
囲 いさ結 果 の 一層)ぞ 工S工 ～-Zに よ
1)南 極 の冬・期 向[羅 蟄)さ脈 たTLF')一 サ ー
の発 生頻 度 玄 不愛 隷 度 一磁 気剣 地 方 的 ぞ
分割 しに マ 川プ 上 に示 し巳 毛 の ズ あ る.
箸野5σ)結 果 と.1較べ 発 生頻 度 σ)介1布ザ
宥 め うカ、に なフ 之 、る 。
了 解 の 特 徴 的 な5イ ス ペ ク ト 噛 遮)e-)Y。 ・hi・。,T.,F・tunlshi,H,,Sa±・,N・,
0。 。kl,丁.。.Cl玉 眼se,M.　 いq80):






纏 ・… 一 ・
図|エ ～ エ5-Zズ 南極 の昼 棚 卸に
鯛}さ 恨 ↑三VLF、)一 サ ー の発)主
頻 匿 分 布
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障〕極 日宏手口づまセセ乙にお い一(/9ク54よ ソ、/
ラ分0導 きで 、カ ナダ の人 工衛 星 工Sエ ∫-
1ノ ユ の受信 が 行 わ れ て1た 。凌 作 デ ータ の
解 キ斤に よ ソ ・:え の こ てが 琴鳥 らト た.
磁 気 圏 の 極倒 旙 繍 龍 鯉 槻 象で・あ.s.E
L戸 じ スt3、15丁 ∫ 一ユ φ為履(看 夕!400
km)iこ あ'・1碑 く の 場 合3・ ・ ～4・OHz
(二銭 い低 域 ガッ ト オ フ そ も つ(Ptl)こ の カ
ット オ フ は 、ネ1激 メ オ ン 今働{仁 よ5、 ξ胃5
twe　 ien　 cortoffで あ り、 工S1$で 観 測
さ れ た.こ の ガ ッ ト オ フ の特徴 を多'序しす3と
⊃欠σ)よ う1こ 章3。
(1)豪 季t=お い て は ・高 度14eokzaで、ほ
Y4ど の場 全 力"/ト オ フ が貝 ら恥3が 、
冬如 に才ゴい てi才.カ ッ ト→ フ6v室 員莞 に 鼠,ら
れ ㌃ い場 合 ケ しは"し 時"淑2。
(エ)カワ ト オ フ 周 麟 蛸 絃 触 吋 ・魂 化 し、
鱈 か塙4鞭 に位 置 す 」後 拓 くt"3。
カ ワ ト オ フ ∫司波数 と プ ロト ン ジ'ヤ づ[コ周 波
数o」tt!X3ic.鱈 にお い て はSS° 一・
9S-∂ の範 囲 でtb/i・ 一様 に0、9Sヒ 乃 ソ 、;冬
秀 に おい てdま 動 力 大 き く 、^0、8と
イξ～く青3場 合 ゲ あ3,
⑤ 丸 ト わ の裁 縫 ・⇒鰯 鯨 と汰 奴 、
減 衰 量 が 大 き く寧Kしす3鰻 戒 は.Zitls力線 を
ト レ ー ス す3tプ ラズ91長 ρeズ 有 近 ¢相 差
す3。
15エS－ ユ1こ よ3イ,rン 組 故 親河ll・よh
{1"(〃 ・-ffm・n・ 亡c・t　,　tgg・)曇 丁 の高 度/初
k耽4寸 近.で・は 広範 匿](;hV,latS5'-85・ °)に け)た
り、O† が90%近 く ち占弟 、残 りは殆 どHt
がnVめ3.(図 ユ):の 組 成 に芽2計 尊 しreカ
・汁1フ 周 波 勧 癩 到 値1・ ♪く 一{S(73・ 一
元 久 季 ・イ オ ン組 成 は 精 度Uい ・組 成
比 が換 物 づ 化 招 。 ・の イ わ 租 咲 の 夏冬
の&い が ω,の ・潔 した 磐 匁働 曜 聰
わ ψし}。C3)に っuZは 、カ ・7ト オ フ減 ゑ量
は クロス 六 一'べ"互 ・にBNケ さR、 → し の モ ード
カ ツフmリ ンブ イ菩老父に4衣 存 し て お ノ、 ⇒た 、カッ
プ ソング侍 歓 は 地綿 撫 粒 愛寵 直り脹 ベク1-・L・
tの 交 角にtソ 定 づさ 。 往 って(3)に 記 した.
三顧 寡 量 り 璃 斥 ・夢イヒ は.地 坪 羅 場 の 伏 角 の 緒 反
射 し に イ続 し て 為り'?AF.L7「 丁 仁 ス のlkへ'
ク ト1レ 方 向'が 、 プ)ラ ズ'マig]o)p勺 、タ}て ♂大 ミ 〈、
射 し し て ・・珂 鱈1却 、唆(て1・5.
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A
ダ ブ'・ ブ ・ 一 ブ'に よ 鴻 舘 層 電 場 福 福 彦 鷹 玲 度 の 婦 列ftevli!
　 -S -310こYA－ ノ7号7挨隻'こよ51実 」険糸吉
,勇≒ 一
・」・、Uイ侵本庄 牧1野雅 彦 ⊂京大iiE{ll)小寺・秤彦(気 象研)
峠 久雄 罧 鯛 福 面 汚(微 り網 面 野正そ知 叙 醜 語)
坑㌶ ゜:三ご鷲 ㌘ 繍 倉1㍉ ・・聯e蠕+害(激 ユ)}④
・…"Aご)彊 調 度・翻 輔 の諦{阿 能 ここで・)Aは ミース 臓 醜 ,Rlsxhtk暗
蚕・ ・の方三靹 ・°v－ ブ ・・ ケット の 魂TL,・ ・)、1疑 蝿1歌 イオ ン 楊 紅 鱒結
縄 衝 ・よ る講 鹸 ・て 鴻 ・痢 、ξ・縄 ・喉 は 吋 パ 速 度 て・鵯 。 ノ
;。s-3|。 」A－ ク 号機 で'・ の実験 を行
・セ.入 力御 し{:12・1。9n〈1・6 .nt.
嚇 列 で'輌 撫 謂 い,さ5'・ σ./V。P
バ イ アス 翫 舗 いた 。
電 積 紅 ・爆 力3軸 、δ。
Te・x砺 豊 ξ巖鵠 弁b)(り
電 子 顧 に♪ ・・エ.　tW　l　l・討 縞 黒棚 た.寸
なA)5,
(り'|∠+O～220裾 ヶ民 の 高 度 箋足囲 ・で',電 子 温 度 は
500～200。 °kに 電 化 した。(
2)ロ ケ ッt上 昇 時 に は,1000～2500。K
の7隻 手hが 屯 フ た 。
(3)七 二23°A...・4VD2cに ・ 駐 温 度 が 短8欄
に 納4　 (>　OOv　 Kに な)た。
誌 鷲竈元と蠕 ㌫ き警
享㌶ 露 麟 震差ぽ 套語 翻 宴㌍鰺 感1驚
電圧 であ3。





図1.5-310JA--7号機 ・)電男 用N"ブ ノしプ ロ ー ブ を用oて
観 測 も 軽 簸 嘱 間 質 イし.
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3-310JA-7号 撰'ドよ 多
細 動 工わ しキ'飾 →脆 のチ ゴ/ク
鯨 樽 縮 織噺 殼 斤
小山毒一部、 平尾邦修
み 珊 鴻 鵠6 .と.。,で晒x哨 怜 相 礁 で'あ
っ1:と 恩わい、憤}覆iA上昇とと毛(て昂V艇//
鰯㌘㌘
い1二 噺 齢F擬 網 数 か う1"ti・Z・弓(,了 多・f,
こ囚 、.ピ1もt」 　k?fプ ラズマ中亀 輪 回蜘 得 個 ・鷲 鼻度7'レ ブ臼 縄
蠕 惚 ㌫ 講 票二㍗繍 凝馨駕'纈 警㌘)
蜘.叫.。b,ド 靴 醜 砺 申硬 鋭 しr・ 剛 雌 累{辻 嘘 泣 と馨q了 一 パ憾
棟 別軒 脚 力・しべ 磁 プ 惇一フ酬 か で あ 礼
法 う噸 駐 電場 糾 び 恒ti・leの 測オ陣 徹1・ よ ・て 凱 確 駆 畔 かう:k
l、IL　%kesヒ つ3ae3・ 下 ・-5・er・ ・議 論轍1餓 ケ 纐 纈 ・、ffi7MＬeA-lrfタ
紙 。 グ アン7・遁 。マτ祐 帥 さ て・35・flhyt3.恥 伽 ㍍ 砂 磁壁 流
れf・.ラ雌 器 邸 糾 その一1;iSZt・X/c`1であ 多。 い醐 ・存nLt・9・ 一/1・kpmで 醜 芒 テ
μ、t・ しろ障1「{¢子 よ クも電 場の,レや 飾




与 誌 陣 下府 マ ンわ しtr　!R　 LaN・ ・19t－
の うちの 粉 川 であ ・ 紳 ・千言ひ ょ うな
興 ・翻 る情秘 イ享 られr・。
測 鱒 累の あ は し
離1手 話1夏86畑 ・ち徽 さ1㌔・86k,…'
い電 工ら僻k肩 て1膏 観 しτ♂か ・ア・高
私 度 の 勧 ド個 エ わ レキ㌧ 訓 舵 組 多・ガ、
帥 τもデ㌧7て 臨 川 工わ バ'一 働 ね
鷲謡 ㍑ 認 瓢#1'
、駆 鱈 グ 躍 自評 脚 ・・Fi珈3わ こ・
1丹 紅 踵 であ η 聯1/D　 k・・J　kklk"zて
麟 励 ヒ蜘 礪 い ・・てi・e　a・r・pm領 脚 吠3
岬 陣 お 郷 か伽 岬tと ・ll・/・嘱
ev・…　sy七 ・i国 孝 は ・ で く3・
継
議 蠕 離犠1瀦、灘 蔓
の昴|ザ 甚噌 億 擁 戸.
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極 球降下粒 子に基づく飛翔体 およズイソ
ピーダンスフ・ローブの帯電現象につ・ば
渡辺勇三*高 髄 利粋 大象寛率*大 林辰蔵* *宇 宙研 赫 束比 大地物
南極 ロ ケtソ ト観 測 に よ る て降 下 オ ーoラ
粒 子 に よ 。て フ・a-7"系 の シー ス厚 の増 力0等
のttaイ ア ス現 象 知 見 い出 さ孔 た.こ オし5は
つ・ラ ゾ リ ア こノ71マ り一 に お け る バ イ ア ス効
果t同 じ6のxngX5れ る。 図 の よ う に そ
壊しそzli・,の領 域 で」吾々 の ロ ケ ッ ト毎 のA,,イ ア ス
特 性 が 出 て お り理 論 曲線 に 良 く乗 っ一(い る。
図 は横 軸 に プ ラ ズ マ 周 波 数.縦 軸 に シー ス 容
量 イ直(cs)をtっ て シ ～ ス ノ亘(s)封 デtl"イ 長 ・
の 比 をts・ラメ 一 夕 ー に(r;も ので 電 工密 度(
N。)の 増 減 に 基 づ くCSの 増 減1よ こ の特 性 曲
線 上 で の 変化 に な るbN"[1ケ ッ ト ープ 口一 つ"系
の 」ベイ ァ ス効 果 に よ るcδ の変化(t特'1主 曲線
間 の ジヤ ・」フ・、 す なわ3.Sハ ・値 の 変化 て
して 夜 わ 軋 る.測 定値 の特 性 領 域 の 変化 は
は 前 半L25、 後 半1,6・(大 き く 変イし1て お
り 克 明 に粒 ふ に よるAhイ7ス 効 果 か"反 映 さ 九
マ い た.
K-CTM-69号 機 実験 に よ るxig?Fビ
7・Q-7・kの ハ・イ ア ス状 態(り 時 間 的 空 間 的 変 ～ ム を放 出{て(河 島)ロ ケ ッ ト の電 位bN"上
化 の表 わ 丸 で 考 え られ る.こ れ5のlt"イ ア 昇{た 時 にイ ンピ 一書ダ ソ ス7°o－ フ"の7°o－
ス効 果 はkeV降 下 電 子、 オ 一 口 う 光 度.地 つ"特 性 射 特 異 な様 相 を示{た.す な わ ち.
磁 気擾 乱 度 な で め 来い関係 力幡 ・ た.
(1)S-3{OJA-3号 機(Kp=1"f")
{よs号 犠(Kp=`)6号 機(Kp=s)
に 比 べ て 地磁 気静穏 時 で あ・ た.そ 札 は オ
ー0ラ 溝 臓(平 沢)、 電 謡 度 の 高 度 分 布
に 右表 わ 札 て い た。'、"イ ア ス効 果 と(マ は
(A)90矛 ケ～106秒 の ビ ー ム放 出 時{こ 、
ci〕　 cs値hr上 昇{た.
[i己]　 SHR共 鳴 の レベ ル カド減 ・t){た.
[iii]　 SHR共 鳴 のQ値 加 少{上 昇1た.
(B)70j秒 ～90矛 〉の カ'ノ ～ ドの み通 電 峙
つ ま り、 加速 電極 へ の 加速 用 高 電 圧 の
s/入 、の働 、・3号 犠 の 時 ・、5,5号 梛 号機 印 加 力憶 い時 にtcδ 等 方ゆ ば 化{た.
の 時t.25tVl、6の 領 域'ζ1な っ てー表 わ オbた 。
(2.)5号 機 の 実験8キ の2、 「13kcVの 粒$フ
ラ ・ソク ス(松 本)、 寛 喜 密唐ぶ オ ー ロ
ラ の輝 度 分布(平 沢)の 時 間 変化agるY約
350秒 で粒 み フ ラ ッ ク スか"若 干 減 少{37
0秒 で ロ ケ ッ ト は オ ー ロ ラ か5タ トへ 出 た.
ビ ー ム 放 出 時 に は 周 辺 のNcが 上 昇 【 そ 孔1こ 基
'"い マcsか 上 昇 す るbs'そ の 理 論 値 を 上ih
っ て お り 明5か に プ ロ ー ブ 累 加'変f七{た こ て
を 示{て い る 。S/λoの 値 は ピ ー4の 無 い
時3.。.(A)の 時e.+～0.5.(B)の 時t、5
で あ ・ た.こ れ5の 現 象 は ロ ケ ッ ト の 帯 電
S/入Dの 値 はE領 域 の特 椎 を経 て 上5の 曲 線 現 象 に 基 づ くイ'Jピ ー9"ン スフ゜o－ ブ の 電仕
仁.落S羊iき350秒 一て"上 之5の 線{こ 孝多り、3
70秒 でt、oの 所 に ゾヤ ン つ゜ し た.こ の 変
化{よ 降 下粒 ふ のH寺間 変イヒに 良(一 致{た.
(3)6号 機 の場 合{こ は 前 半x後 半.昇 りX
の1、トイ ア ス効 果 ある"は ロケ ・ソ トー っ゜ ロ ー ブ"
系 全 体 の イ フ←ソ シ ー ス の 変イbな't"を 反 映{て
い るて 解釈 され、マ い る。 前 半 で述 べ た桓≡域
σ)オ ーC1ラ 粒 各降 下 領 域 な で の粒 ふ に よ るAP
降 りで オ ー ・ ラ粒 子 のブ ラ ッ クxb・ ・lt　イ ア スM果XQr毛 の 晴 え5州994年
き く異 な りオ ー ロラH-!3.HF波 動(森.岡)の 極 球 でEXOS-Cてロケ ッ ト に よ5イ ン
な ビ も後 半 に 多 く観 測 さ 札 た.S/λeの 値 ビ ー タ"ソ スγOつ 嘆 験 力潮 待 さ札 マt、 る.
??





?? ??????? ????? ?? ??
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"ig;lt'zKクOバ ー スyの 違 劇 痛 タ、
礼 参 う台 弥
(紳 タ犬1箏
19ク8偏 月10θ22"86"7S・ ～T
に63和 徳地rリ 才TJげ"ら}1し 彦S-310TA-5
ロケ ッ トnコ ロナKオ ー ロ ラ1二命 中 し各種 雇見




問題 点 と して ば この よ う 彦ネ 連 続 が 見 ら軋
捌1城 幼 し島 餅 綿 昆測 魏 多頭紬 ・4謝 る場合 φ秒411こ ど・ 纏 縫 〃靖 っt{L,f・
し1一 クk。v　・Pオー ・ラ 電豚 ε・貝値 しだφv・ 鵬 幌 で 御 ・ 二 ・・　Adt　n/　 int伽 感 と
肋 階 調 錬 ルギ 一鎖 協 働 め てマイク 俸隔 ヂ/綱 梛 垣 通,1・と見訪 琳1蜴
ロ'ぐ一ス トφ漣 儲 捌 ぐ砒 た。 コ デ 一 夕例 会 杉 残る こと・ で弓に瀦 劣;原のキ医践 繊 が含
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巻線:2州.ゆ の銅 線2加 へ
眺 騨 醸4・ 而i努H,～4・1τ14躇H8
酬 繊 囲 ㌫゜ 螺誌 醜 綱
送 信 オ六'サ7・ 榊 ア τ5B(η ・んヲ琳 り
惹.ズ 籟 幣 藪 田TLF爵 イ書栽'の概 要
一35一
日本 ・スエ.デ ン国 際 共 同 大 気球 安験 ヒ ホ ・Z得Sれ た
い ロ ヤ い
フbソ ン習 穫 ・気 温 ・液 温 ・気1壬i-9ヒ つ11Z
ネ 上直筆 ・小 川剰 絃(秦 大理),江 尻金梅 ・鮎 川 勝 幡 地 研)
オ蚕Utt=as'け3フtゾ'ン 聖慮 ・X綿 弓隻産 ・V
LF自 然 電 兼強 度 の測 定 主 帥sと しz,実 験
は1ζヲ80t年(1月lO8(#1)刃Lびll日(#2)f=ス
エ ーデ ン ・エ フ!レ ンジ'ヒ おtl7つ 行な ち」れた0
1.装 置
オ ゾ ン{劉定書β(オ ゾ ン塵童 ・気 ラ盈 ・ヲ庄島 ・
5E)は 物 侮 辱bお"1ξi象 庁 の存 円 し マ
U3オ ゾ ン ゾ ン弓ノと同 一7"あ3δ'㍉ 攻 の よう
な 改 匿 が な され たo
A.長 時 間 の劃 定 乏名 うF－ め,Rたkの 補
助 ・9ン つ 乏設 け}.
B.レ ベ レ7ラ イ トeSBV"下 降 時 の 長Esq
虚 の た あ,連 続 式 の 気 圧計 乏 甲"た 。
2.系 課
オ ゾ 璋 醸:#1のt屠 峙 、 下隆 時aiske
以 下8び#2の 上扇 時13㎞ 以 下t:つ 川7
は 正 常 も ・デー勺6・ ・娼sれ た 。
長 湯:#1の 全n,IMag9び#ユ の ⊇c時(UT)
以 前 ヒっ 日 ・zな 正 膏 な デ ー タe"纏3矛tた 。
液温:気 温 の項 ヒ 同 じ。
与し丘:ξ 乏麦{ク)埴 ヒ同 じ6
3.オ ゾ㌧ 嚇 ギ㌧ タ の 嬰tSh－ つlll
A　 ttr1τ は レベ1し フ ラ イ ト 肉曲 直4参 か ミ
急 下陰 商始 直管 まで の国 産 異 豪す み ∫れ
た 。 ゾ ン"・'"egb6nf;・5#Li!rtwり 延 しn$'
リ,信 書 の 同夜 ・梅 」Lの 峙 虚 数 鳳hA4"
k2令,∫ 分 経tS　z"'あ30
B.#2τ ・は 上 」昇時 の高 度13k賄 付 丘Zl',信
そ が 蘭熱 愛 レベ1レ 仁墓 さマ ぢ リ,衿 の 時
歯数 は徹 牽〉以 下 で・あ3δ こ ρ)時 虚 誕 の
t.・,Rび#ユ τ・ISゾ ン=f"zy,t復Sし ち づ・・
た ニ ヒち どT・3,e1と#ユO」 婁)綬再 因
ebPt　q・・しtM－ τ'eta・tkasホB。
d.#1,#211ずthヒ っltze痕 魂 レ つ
い マ 惨畢 薦 万字5ネa",禽 こe'r・tM・・塁ng
のMcaz・ ・あ3可 能 樺1=両 疑 由v・・持 ち れ3。
D.異 常 樽 因 ヒ しZ9(1)*=pmの 他di)ボ
ン7Pの 不良 動 作 ⑳ 電気 回 路 の 不良 動 作 な
どV・X2Spt　 3　U'り#1の 原 因 ヒ し マ は
(iりが是 も 可能 性 か 高1,よ う に 愚 才)れ3。
4.補 足
A冶 回e　 c'あ2連 続 オ長丘 計 ヒ)リ 才:め
た 豪1匡 と し一 ダ㌧・ヒ よ りボ あ 寸言鳥1≧ の)
香 あ お 亡 き・行5二 と汐・ブき た。 予 想 せ
カ た よ う ヒ,嵩ts　 20kh以 上(60愉 し以下)
で は 正 い1ヒ 」9為 あ3気EV'sの ズ レ6…
大 さ く な っ マ,,3。 今4多 の を験 ゼ1精 密
な気7L値 ぴ'¢ 辱b場 壱hは4SiS沙 の対 婆
t・Ptig7・ ・あ3。 　 QEftlig回 路 客 ヒ較 三E
ttkt譲 け3ぢ けで 秘 な り の改ti・"za
4fiT'e9。
B.気 魂 規1・ つ ・zeド リフ トの鞠
bto'tsリ あ3よ ろ ヒ 毘aS　IK,　 鞍 正信 曇 の
,艶零oド 感 じ 玉矛t30
c.隻 場 デ 一夕 ヒ6し ば しば 日照 の影 響 ヒ
題 お 哀3拳 固蒙舶S変 動 か みs氣3。9f1勧
幅 は最 大 τ9d程 度 であ3。
大 気葺 ヒ よ リ中・齢iSY6の 劃 包 τ術5障,
オ ゾ ン庭竃 は 気温 ・気圧 な ピ と共 ヒ基 本 島 ち
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3Z-V-9メ 勧 鯛 飾 ・ 織 り1・婦 ・　rz
ケ ・叶.メ エ 寄 屋 ・禧 主 必 て ・ぼ 炉,気 球 ・
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厩 鯛 〃 率 ・ η 繊 ワZi・-iＬZ4.sb/a,eifLEah.-e・1
互 い.
vの 岡 畦 殻 が 存 ゐ れxい3Vtい ノ 個 々 の綻 御 匿
Lltu蔦 ン ン ゲ1レ ・ カ ウ ン タ ー'・ よ3`Oザ
に ‡'},偉く定免 見仏 号 しま えて テレ メ ー タ ー伝
法 す ～邨L弁 棘 埴.り のテ 眩 ・ツ考りtiA-iR－
献 莉 キ'L'毎5.一 つ1ま4力 め
tlin　・る場 合 が あ リノ漁 の一 つ ばde'滅
－Utmuan主 田L・3・場 合 ず.こ れ
弓ド ふ リ億 φポ ジ㌧ 灸 ン も知3.弁 才 ・
一 幽 亀團 ・汀 労 咳{‡ 薄 ・、茄 エζ酩)
のx方 ⑤^@窃 ,Y秀10っ@窃`㍉ 一
重 翌 ぞ,tの`ぐ にス藤 ゐ ηze-Eて って イi邉9
知2言 応 ず あ1,　 -uzii.¢rm-2cWiZeueandf－
雌 毛1剰"》 嚇`‡ 、藤1"ψ ・隻麦 蘭z"
い'匂oの!分 劃 す3イiと遷/菱 形 錐 刀 毛 ηメ・使 用う
能 で あ3.x線'磁 象セ ンサ ・・の/VaiCT4)'参 工
it.象 改 め 卿 ㍉・c3観 夜帷,写 りt・Q9_綾 子μφち のぜ1"φ の一 の 受亀 西 ・シ
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恥.人 馴 競1づ ・観浄帷 融 ぬ 凌 耳鎖 一ヂ 低迷 ・・つ・・、ち 継 、高 峰 ・レギt7
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z・ta・ ・.賊 ビ酬 麦イヒ 魂 醐 冷加 線 劇 シン岱け り ば … 禧 舛 －PラX劔 撮 像
τ史全 時 庭 ほ イ秤 .S° 曜 揖 角 ・　n・　ffk織 膿1・ つ"'1_{t9・ 榊 ・く述べ3・
ず綾 汲IH〒,(,[i"、 劇暢・協1・ フ・、21s6仏
の冷 解算とが緯 られ つ.繊 如t疇 圃!分解 襲1
硬 、室閤冷 解 能64似 調 楳 ・ しマ、 オー
N7うX線 の捌 象醇 協(て ・＼3.ma・ITけ
一 間 メ終 のエ ネ,…　lcY－鉤 餌i・/u・L・・kF
－37一
ク明 り 一 ン ラ ン ド!・1!1戸 漂 協 同 ロ ケ ッ ト'実L、駄
本 ネ****オ*承*"継 ψ才
ラ・ 鹸 繊 山 岸 舳,内 吋 峡,E・q・s・t…p,エk・ ・'・…,F・P…nU・AV,F・ ・p・nl・/・u
永 極 地Zサ ノ**　 DSk工1料*TID　 7料 永*Dト4工
2.尺,,覇 ミ,f,吉黒
デ>R-7qD5尺 工 バ 中tC.・ ヒ な っ?.7"こ ししsp1[1よ/ヲ76毎8月22θ/SL・:ノ ∫(LT)
り 一 ・ ラ ン ドa・S・ ・ん 画 一 炉 ・4・ ・於 ・　 SEel(at　 /7クtf48".37e・P'°6)(LＴ)t="1Sh
z ,!ア ク6年 夏2榔 ・ ケ ・ ト'ftl・ge力個 げ 誠 決 喋 騨 誠 幼 しt・ ・
際 協}司 キ ャ ン へ。 一 ンtし マ ま十画tオ した.2才 蔑(1)ごcc∫P　 I工:ロ ケ ・ソFは 　dasP　 9横tr)り.(坤r
の 〔〕ケ ッ ト{よ 夫fe　 (ゴし(SP]エ ビ,S`Eご 工[ヒ/名 〕イ†
け ぶ れ,目 的 は,各、そ 次 へ 様 ヒ 定.義 さ れ た 。
ωCuSP1:カ ス7・(7レ7ト)eg.zas電 離
層 の 構 造E・ 灰'ソ フ ト 粒}1=走 乙困 す5i受 書カ ー
業主 ろ.才目互 イ乍 用 へ 解8月 。
(2)SEC[[[:極 域 電 離 層1・ し ば'し は 見 三 本3
5』 妬ナE　 Condition　 内 蒔 へ 電.離1層 ら 状 態 ヒ
sECへ 原 因 。・解 明.
1.搭 載 計 器 ・
2祷'ヒtl同 じ,樽 パ て"ま見3-oケ"ツ ト ぞ"、
(n尋 一ロ ケ 、ソ ト
L・・v　E・・e)t8y　Ele・fr・h　∫μお 配 転(0・1～Sk・の
C.卜1-tu.昆(>20k乏V)
Capaditanca　 Prob2　 (!Ve) '1
(2)親 ロ ケ ッ ト
L・ωE・ 柳 εノ・あ ・ 嘔 か ・m・Tti・「°・'・v∫k・")
(トM－ 七ltbR　 (>20ktV) 三
　 pc　 EIQ。t・i。　'FiRltd　 (　5　 al・,,tl・ns　、　∫Rn・ ・r・
Imp2aq・ce　 Pr。 ム・(〃 ・)
Lqh∂m"i・Pr・k(6"・)
　 EI・ ・tM・ ・　T・n・R・r・otrecr2　 f・・k　 (　Te)
P・・t・・"A・3・Q・t・rnRt・r(iki)
Fe…-7・i・Ma3・ ・;t…n・t・ ・
WF　 怖∂戚 醐 メ∫… 。・
vムF　 E/ρa悔 ζFipva　 ∫ρnSoy
'llLF　 EI
。.か,-T・i域ta∫9。s。r∫
中z・・n電}1畠 慶 上27t,電;ゑ 度 へf6下 、爪
境 界 で・の 高 ・・亀9嘉 漬 き 観7則 しt。E雇2"
(t.・ ケ 。 い 上 昇 ・下 降 時 ・ 占 電 子 昆
度 ヘ チ(Kctqq†1'onき 観 測.紀 之o嫡177島 へEvsに
加 乏 マ 詰り/0.h,17/tmへE"　 det観t8,l　tれ?　 ll　J.
(2)∫Eぐ 五:　 (lodhavnヒ ∫oり(lre　∫子ro〃・E/Okd?"
国 崎 に エ… ∂・卿1・9EC.カ 「唆 あ れ た 時'・0
ケ ッ ト ーtll"キ下上二 げ さ れ マ,E層 マ"電 ふ 堀 濃A
チ1μct"alicn　 tY・観.19り ‡ れ,電 場 も30囮 「励 棚 ヒ
Fqrl・>y-R・・・・…hl・ ∫t・b;ll/tり 掘 ∫み・!aよ ソft
今 太 き　tt　値 力r得3れt=。Aル セ 内 周f庇 手七分 祈
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Zテ'シaン ・%・ ソトワ ー クlkわ マ ・
tラL庭v乙 戸wla'A}Zt・ レt踊 場 しfr..56呆.
⑦ 〃繊 ノレレ6ハ んAル 劇 浪 者ざfm乏 き元みt弓
2.俵 〈bら 此 仁菌 株f.～o・38チ 岬
亀・ら飯h色 臥 堵 線 路 のL　 -　patecz・.ヒ
@Pt・&キ 畠 雨 に あ3入 テ'シ1ンZ・
5、Kス 〉'④9{範 的Ve強ix　 i.筒 鳥鮪 レ,レ'
'ク.1ら3kSレ 重 ザoム ー 幽 」レレレベ'2
み3t、(衡 禿.v、 　S　VT㌧ 敷1る 橘 匂e5レ ・
1う τ 略"口 書 りあ1二vがtい 叡1車 扱.
(戸エ6L,2Sl・ ～4、)
ヂ.tスA・ フ ト ラ ム エTs　Nese周 波数 も 直
流1る:tりT・{3　 WhM'e,vA・ 他 工幌 別
kV"'でve、1$↑ ㌧W、1う{換 繁 匹無 二31t・ 今
丁・レを毎 、,.繍 々Aチi何 宜 の信 号 艦 隊 が弱
く.露 先 食咽 齢 例 幽 しZ　t　 Wk・ufU
登 楼 町 トレ'入 もBbet后fi6;う ち 毛 ギ}1レ
を構1iXva1ワ.仏 機 体 鵠(ム)風 が 総連
inv.令 丙3を 等骸 彦(ηA)彦 醒 巧32vL
試 み似 二扁 拡 陸 磁 綱 醐 行 入射





S;乞 がt憬 う 。 苓 ち 、4拷gLレ ー 入
亀,匂}へ ・〈 、Sv1慮t:宅 軋 みt}セ め じ ・ 戸
FT　 ;'Esゼ 咋 τti〈 ・　 Mト イA↓!シ 弘)セHε ハイ泓
靹 。?ス^・ ク ト}vjt;t6i'liigラkkz'
為 う パ.こ ふ ら り 方 法V-5?Z・ μ 」 ボ戸 楮
のw幟t必 んvぶ;Rk信 号hVノ 分離 て"き3じ
松 橋 鱗5箸{η 敷 や 、1A膨 置 もkv3二Lが ・
Ttヨ3つz"、{小 らt、 多1〔T・ 皇Kき つk乞 ・
レL戸 」良 独 豫oタ 看 もvx/藪 株'`Aし7h似 い・
?? ??↑? ? 』??? ??? ?? ??
Au6.1」979.
,tZG.2
(一 致 ・硲 ・ 楓)
(et9家 線 レ}.　VkbLz・ の 娠 ヤ4緒 度 ら ケ 尋、
5レP略 筋4之 痢 堆 紅i・ ら'‖くめ 乞 伝 猛 倉5釜 に
ヌ硫 し レA躍 ・潜 る.創 到 ・ 制 ス ラ ー
lt　.　ち ふ るs,)",.ta〆 っeCy電 略`¥47(寮
尤 し 丘 悉 λ 入 ラ ー で あ る 。
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コ ー ラス ば ホ1ヅ λb－ し 迩 ん.で,地 産{&ユcdbl程 度 玉 ろ:と し稀 で は 「(Ut・
Mで 翻 恒 蠣 ＼ノし百 希 硝C辰 的 「現 象 ζポ
る.ホ ～n又 う 一 眠 主 と し(㍗ ラス て圏1司
鋪 賜 、で 請 の ド河 レ.コ ・ ラ 徊 か ざ知 ・
り・ラ久 て圏f)71側 が 皇家 と為 る いKてU3、
知7スb－ は そ の分 散 矧'虹 の ・争 に1舗 ・き纈
繍 薩.口細 ろ情 報 と伝癒冨緬 フcうス1磁 葭　 es
確 報 £・含んで・ぽrひ 一1笹三(偲フ・リ ズ 乏の 奄 口 証 卵 ・
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の'翫 菊 ・キ㌧ 亀 引 数k・ ▽/vigx・ ・CK・ ▽)
に よ 川 手 うれ る と為 る り 岨 の こ、 伝 縦 右
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AUG119791130-1200UT
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ッフス の研1免に と,て 重 夫 であゐのみfJら ・ず2.ノ4jaskaチ ェ ー ンで'r勉κ乃9一 ノ97h・'/'
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ろう。 笥珠 κ 」る垂 直・分布 ハ観創'つイラ・1ガ着く,
eya,飾2鯨 、獅 醸 施 レ たll.　礪
圏 のズ 須運動 に ∫多輸色,光 化 塚)臨 呈理論 の
妥当性,乞 うにtlオ ーrフラ#冬 隣 リ止}ナの影
糖 陣 纈 で・磯 馴 ・　rcし て鱈 な デー9
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        titito A.k4-Tr
               Y. Iwasaka, Water Research Institute, Nagoya  University/ National Institute of 
                             Polar Research 
      During the summer above the polar area, at a height of  90-85km, noctilucent clouds develop. 
The model was constructed to investigate the conditions that leads to a particle size compatible 
with recent various observations. The clouds consist of solid particles that scatter sunlight. 
The particles are formed by water deposition on to the surface of condensation nuclei which, 
according to one hypothesis, are provided by ion-molecule reactions. For the pourpose of 
investigations the details of the physics of particle formation in the mesosphere region, we 
formulated a simple numerical models. The model computes the distribution of particles as 
a function of height and radius of particles. 
      Some examples of numarical calculations are shown in figures 1 and 2. Fig. 1 is showing 
the radius as a function of height for one particle trajectries using different wind speeds. 
Fig.2 showsmaximum radius for one particle trajectries as a function of wind speeds. 
 symbols,  R: radius of particle Rmax: maximum radius of particle
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翻1隊1:よ ソ8石和 墨 色{・気象衛星受 信 躾 置 を ・、m・,,。・、pec・,。1
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し、AVHRR(ノ 超高 分1箸能オ文身赫†)に よ5
t'巴表雲分布 図 の安 危、地 表面湿度4ノ赤 タト線放
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ン テ ナ は2,6伽 直 径 のパ ラボ ラ芝)司 り,1:









星 専 用7ォ ー マ ッ ト枝 調 器 に よ フ くア ナ ロブ
∫ち考 に複 煽 て れ、 レ ー サ一一 フ ァ ク ス、で地厘1づヒ
τれ 、 雲 分有 が観 側 て才し⊃。
3,)警 平 に方kけ2Msu智 見槻ll倒,
南極 デー タの鯖 読 にそ随え,現 在、電猷.
矛2/ン 欠疏 のデータの彦孝国xi・(s:の 複、 書 手観 倒所 にお け 」,マ ィ7ロ 破 セ ンシ ング
調 賄 うた,N),tg気 働 畝 琵 平字、睡 帳綴 の{Rl!Z't値t,6S2?の バ ル ー ン融 個 語 う
淑リ所 にお'・、て、:の 複 き周テ7、 ト乏旅2ね、':Eた
復 調 プDブ ラムの用 癸 と兼 ね く、内地 上 室の
間 度の垂 直分布 の勧 恥 解析 村 了・て属 フ、
現在 では、マ イフP渡 りモー トセ ンシン グ ・
データ の 縮析 ガま二叙 して い)の で、(氏の託 果
に っい て述 べる。
2、1弩 乏イち数 』夏とTIRO5-N
ＴIR・ ぶ 隠 気 象衛 星 ばsl9'78'Eili/o)9(・ ・)
13日 打k'デ の 丁'尺o∫ 一八!のse、 ヲ財ラ三は
NOAA-6('Ci・7・i.6A2ge打 上 げ)が
打 上 け'}れ.,観 故1を 言売行中 で 、・今 後.'1写 固 の以鞘 ご欝 鑑 ㌫ み
ンダ一 瓢 岬 繍 禧 あソ請 田嚇
















瑚 榊K7k穎 圃 勤 侃 初 石 亥・ 、z使
用1衣 齢 め1利一臭等Kっ 、、ξ討論17-n・
寸.Lゾd線 郷 原と用、、jk水難 帳 ソプ ーり
原 理
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NOの 電離 唐エ応用可3方 法 灯すでk
－般化1希 販流亡宏3承.二 ちら〃)牙
は.数 楡 威上a高 度ξ噸 十分の吸収量
bl検fk葭 ず.茱|3対 流圏 下部 で使 用
安朱.ミ拗 で冶⇒ 。
9ず 小t罠 彦麟 赤きmぬ ζ早 く 麩
手衡型のセンサーレくらべ多と 航法機
内 レー涛 の」磯 用 醐 裕働 酬 ・か
望オ嶋 。
0げ 蒼乞可多調 は.態 夏か良く低 湿皮
角 乏て訳).橘 大気計1豊潤 レ、7熱りめξ可
ぐ 出 て い3。
jl5三畷羅驚鋸鵬 撫1鰯 藍」饗麟
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日鋼 掛 也聞rド 。プラーL－ ダ統 嫡 直、
・亀 液 剤 叉 門 ゑ わ 気喜 良 小)・1亀彦 大瀕 正美.
国 立極 地間 質門 経 月 良一 乎沢庵 男
趣 域 でVHr苧 の電 沃 と電細 雪に向 げ(釦 　VHFド シプ ラー レダ'燐 ん___
癸 身幸す う と 、 ヲotV/30k7n.高 度 のE/脅 にieAfx気
擾 乱1乙 イキ ・ τ 秦}・ す る'璽}望/支 っJrre7・lariL'ts
に よ り、 後 ノ1散4し し た1電 波 が 受 信 さ 汎 ろ 。 こ
の 数 縁L汲 む、Sド'ッ プ フ ー 速 度一と'ttめ る こ こ に
よ り 極 域,麺 離 、毫 のPγns,AN;csきA珂 発 す ろ 目 的 で1
目老io・gteにVHrド ゥ フ ラ゜ ーL－ ブ'tき 突 蜜3
ろ こ い こな ・ た.2漱 隊 幻'5鯉1則 巌 幻 る 計
重、で 、 現 在 ンλ プ ム の 繕 へ 走 イ〒フ(い ろ 。
ド 。7° フ 一ー・L－ ブ の 訪 え 芝 表 ⊥K示3。
地4ゑ 気 擾 多し目f_XZ151S粂 《)・53え み 乙 フ た エ
コ ーノ窒tatオ蚕(〃2ト イH,)11xJll二 示 す。 し 一 ダ 」皮_L
磁 力 線 の ろ づ 角久 が うoゑ一にfi6時 、,{AZ'Lし や
3い 性 質 ぴ あ る た め 、 エ コ ー の 発$t夢 域d98
± 夕 の゜ 範 困 に 限 ら 八 て い る 。 爪{面 内 の 速 万L
ベ フ ト1し と)k'め5軋 る よ ク 、7ン テ ナ と ∠惹廟
乙t豊 媛 白ヲ南 の λ 方 向 に 淘 げ ろ こ と に し た 。
」・reプxu・tL'e・　 o　 Sf　弓 台ヲゐ 逮 ノ支一と 求 め ろ エ
ブ1パ1し 入 τ 一 ド、 齢 しtaつKA・ フ ト1レ 角蜥
と/6こ こ に よ り/・ 伊 ム・・で… の 髄 襯 醐
べ ろ ス.ハρ7ト ル 五 一 ド 、 そ し(ノ)o・v/R。k"・v・ 多
ノ皮 の 涜 聖 飛 禽 ∠ 禅 クLつ 一 か5風 系 と 本 め ろ
族 望t!ド の3っ の 観 測 とflク.鯉 川 デ ー ヲ
t`S、 フ{コ ッ ピ ー ディス・フ に ζ き こ
ラ ムV-↓ リ 自蜘 幼 に リ ア ノレ9イ ム の ノケ ン ラ イ
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据 れ 一 ド κド.f,-2・・瞬 ・セ・卜・矧 ・
ノK「f面 内 ～3/支(コ1)ニ ア・アンラ ナ)
50
タ1レMI　 r"記 多手づ る。
40
/?深?み で'li)た 予傷1§3U
観 測 で得5軋 た デ ー9乞1'
20あ
)'tlし・ ダ ブ'川 ・°1し 入 》λL入 さ
10し
ぺ りい レ法 で佑 た解析
結 果 ワレし車知sl左 図 ユにf§600こ
4。 こ η し 一 ヲ"針 鼠9穴;300
采 芝 生 り・づ に は 、/コ 戸 当o
・融 賦 ぶ に ちろ き.3。。
内 軽 み ず ほラ基 地.で 、 屋 久 歪
カ メ ラ、CトJA、t'}へ8.乙
フ ォ ト メ・-7箸 つ超 畜 ノ&e
観1則 と イ了な う ご 乙 が 嶋 薯
不 可 欠 で あ る 。
了 ンケ ナビ ムn5(s)/lk、 旬 乙地 理 臼ヲ産}の ユノ5「司
デし9処 ∫里 ミ ニ コンと用 い た オ ンライン 処 理
i糺kブ リ グ　 tw1 電 波 オ ー ・ ラの刀 一領 域 ・L-7'tiー ムの 関 係
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Bo〈 シェ ー プ ドチR－ ジ の継
東大放棄
/、　　 '　 　 PgVpM¥rtつ て'ラ&弾 軸 が磁 力線L約60°
北半1ギヵ・ら南半砕 に至る/本 砺磁力線 【てロ 主 なす状態 でライナ ーほ羅 射く5れて しま・仁・
ケ・ソトから β久 幽 肱 毛注入し,太 陽 このτこの折角の β久 ノ似 伽 久`子 時間 ヒ芙
か らthva外 線Kよ フて励 起 され3彦 久五 輝線 に急速4こ4鰍 レ.こ の〒ストで磋南半砕Fま
(#ss4A)IL,地 上あ3山 賊 堅磯 ガら同 て瀧 が残 欠発 光動 作 仁 切 く出柔靭 ・
時撮影コ「3こttて よっマ,地 滋鰍 軟恵 間あF・
この存の・期 しこ1砂 午 く と宅磁気でンサ ー3いは磁 気不平定領 域 にお ワ3磁力線 の鷺や,
その動 き王融3実 験 であ5。 この方ジ幻ミよ4作 動 時「司ぽ90紗 ヒレ,当 八間砂 ぐτ β乱
オ1`1",何一つ仮 定王行 ラこヒTSく.繍 烹、間 弾軸 ヵ協 力線 万伺重句 くよう図3と 某1こ'主・
の麟 贈 ト・レの㈱?螺 也 滋 榊 性 面 ㌘ ↓・し明3・ ・拗 動 作 妬 へFAラ イす
村道 の磁 力線es不 整定」性,あ3い σオ一口ラ ーA重 量毛これまで ハ582(o・5pmo2)ガ
票{二型認嬬 の罐 憬 ‡豊 繁 罫4」ご謡 鐸戯 認涯質
ドイツ等で実験 が行bfl1い う.我 国でも絃 が}く 丁3よ ラシェー7°ド千ヤ ージの形状ド
3∠手ラ良その閉線 職 分く拗 りれ,一－ePij.(zllつ いマt灘 駁 毛%テラこヒLこなフＴCo
テス ト実験 七行われ仁が,こ れらの経験 芝も
ヒL〈歌誌 、`こつい7本 斗渡 更に纐 瞼 玉行3・
っ1〈。こAtJそ の環堵 ずあ3。 轍`手 束気 工業試 験所4び 拳綱 溺 冤所 内
好 悪FFり 同所 の鰍 職室で2月 中同行わ
2.β 久シェ ープ ド∠卜 ージ ε1経'れ]予 定 であ3。 目的 σ
/9774P・ τフ/イ マ ン効果 主穿り用 しT(1)レL－プ ド千・マージ のff3状σ)/鉢}里イ乙乏11F
ガ リ爆 薬量 毛 へらす.β氏シエ プ ド脅 一 疏 開 旅 行 し・,最 初
ほ1フeTN-EPoN系 の高1鼠縣 ヒ硝 酸 ア2>平 面燥毒 液 の看3状ヤ・髄 毛剃足 し ・PtSL
ン毛 ニウ ム系M醜 懸 毛 用・・kが 醐 の燥 性毛 確認 す3
勤 惰 られ で1Baラ イ ナ ーの射 出画 角 も5°3)魅 髄,椥 絢 麟tて っ ・・抽 検 説
に.ひろヵぐフTヒo/9ク8:年(こt;RPX・-丁 八/丁 加 え2。
糸 崎 遠 爆薬(コ ンポ ジシ・ン3)と,硝 酸'ミ4)大 型4し紙 抽 設 績 料 毛得5・
リウ へ系 めイ重～遮'爆薬(バ1ラ トー'し)主 用、、マ5)βaラ イ寸 －a9'!mp肉 ノ享1ミっい マ ・ノイ
実験 し噺 糊 畷 遼 が得 ら炸./㌘ 舛 マ 沸 琳 勧 峡 間 う・
/月2/8の 夕刻1こぽK-9M-96一 号 ロケ 等 であ り,用 意 した資料 ロノぐラ トールの底 角
コ ン ポ ジレ 三
??? ????? ??????

































バ戊卑 乙・ある.そ のた の にHFド ツ プ ラ[亥や
HF-7つXノ ゲ ラ久 い 共 同 観劇 や,非 〒{チ
嚇 韻 レー ダ'搬 卜 汀 垂 直編 鐘1乞 と・
相 生観 謬11八ぢ々ebtttz・^る ・
一方醐 皮・酬 て恥 の献 髄 ・棚
舳 て・・ゐ.極 熱 ・お サバ 欠 そ ・ 二と ぺ詣 摘
1鵠請豊艶鷲㌶ 綱 』監.
7.A.1・rbイ オ ン須 足競 利 己 味 冬 期 や及
仲 極 戯 ・か マS,一 …9・'り ア ング1レs=X
研 概 見 伝 い ・過 度飾 ・刻 を村 ・きう.
読鶴㌘璽鱗鷲 認算贅騨総
の葱4ひ 醜 ボどの島及∫ 起 きるカ・ξう周ぺる
ため に右劾 存す玖 ひめ ソ.乏 の多駆]バ 蓼 科 へゑ
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ト ーZ・・iF)も・(kザ ・r　et設{9?9)
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メヒ欧 にお け るMAP↓ ζ咳1達 した人 気声鵜 十画
近縁 要.高 木噌美 森田茶弘 岩田 屋 石'リロ青稚
ゑ壱厘犬蓼空電研究アケ
我 々はnAP期 慮1中に万Yk圏4)NO,
イオ ン,電 路 鍍,エ ー・ゾレなどの直接 気
球観 難 ξ価 して レゐ.～ 鵬 オゾン,層の破
壊 の内題 ヒ醜 し鳴 要な気体 齢 τ'ある。
付 ン,電 鰯 綾 川 オン ヒシ ・ゾ'レの相
互イ乍用,・また!Vo〆の生」戎オ京 としての内題 ヒい
。衆脱 臭・・ら重要 で'ある.・杁 疹細 テーマ
の詳 い 解説`才雄和 崩 ρシンホ゜ジ'ウ姻
報 告`這 八相 ・・るのて%緑 参照 さ嫌 い
。)乏列報 告d手 崎tて商敵 の艘劇 ヒuう 葵は
2)イ 才 一/:ゲ ル ジェ ン コ ンデ ン サ ー型測 定器
鰍 数 餓1酸 乙z42hKzい る ・//・7・ ・'・S'多
力灘諺鴛彦驕諺譲囁
こ・外 位酬 ・・凋 一の易泥路 蜘 麹}
匙 行 う。
リ ェ一 宮・ハ レ ・悲歎 払 拭 グス ト妨 ンクー
現在測定 可能 である弱は可能{くなリブ7あ
舖 碗 列挙 し真べ 》嫡 全 砲 同一の気緋
考rai"・ いないべ 商敵 御 講 らの観'・ 戯 わ ・ヒt諒 確 醐 勧 考えゐ・従
劇 乙ま非常に重事 で・あ ると言える、幸い極噺 フtbう ウレ計画バ具体イしす4tば>Lの 畦真が
Eei7べ1て北欧での多襯 列べ実現 しフフあ る ぐτ7{これら凶を レ咋'フて いぺ・沌」事バあ る。最
ので 魏 々礪 贈 勲 績 磁 繭'・フい て 俊 ↓・多鰯 レ恒 ン臨 測定器 姻 槻 弓 ン
述 べ'る 。 ヒであ る.蜘 ・1,卵 測 定熟 字《製作 コス ト
バ 高 く、 回吹管 用 を人 々く上回 ゐ。与 芦 のκ
JU爽 フまり高緯1なZ・L言乙初鰹 涯 竹 な2老7い ては今・-21で同一 の測 定器 て1鰯1し1Rづ 、
搬 、
')鵬 で 輸 送鴫 線 とレて 、 ～o,エ ー
・ゾ,レ1・フ ・・Z.中 徽 ヒ嫉 舗 ・飾 の
今後 夘デ㌧ 夕砒 酸 と吋 繊 ・汚 回りえほ
再利 用する:"と バ遂そtレハ・
日本で'は再ノ麦使用 び 争るずうご'測器 を回%(す
魅 レ遁 路 れる司能性・S'asゐ.酬 な る ・ヒ`耕 歯 間 継 端 ろバ北欧 τ・何 椒 べ1
輸 送 バ トレース ガ スヤエーロゾ1レ1・与 える 可能 τ協 ゐヒいう4懐 を積 極 勧 ・冶 ・・すべ き
糠 鰯 べる。 嘲 ろ 鴻 鵠,
の ハ/0,イ オ ンtcフ い てt　r　diordiaレ な騨
鳳 る 肋 し バ よ在 す る可能 性 ・情 想 ミ
流 ゐ.こ の鋤 尿 セ総 則の上 バ ラ、確 ρ、め ゐ。
多)〃Otフ いてL9?らt=、 光化 営的 な(光 」髪
境,番 嵐 オ ゾ ン砺 割 鍋 ・沸 騰 衣
と異な る為 の特 製イ生め庭 リ得 る。
の 特1鮒O、 イオ ン関係`・フ いて解 低 繍 曼
での劃 定Z・ ミえ 、　E¢2B(ealkbK'C　 vる 。
籔慧1惚惚1蕊蕊誉ζ瓢実弟
あ る。
以下鍬 淀鵜・掬す摘 恥 説」胞 する(
新 鋼 舳 アの雑 多卿 。
リハ/o:ケ ミルミネッeン スず掲
見存基本雛 ナ乞終あり.劔 予金切螂 徽f皆
侮あゐ。
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り ン ブコ ア製 フ ラγク ス ゲー ト」議 力計 の開 発
フ ラ ッ ク ス、ゲ ー トjiSk6i計 の癖資1霞(向よ二反 てX
蟻鶴13n戯 纂為。駿綴 競
古:か た.
本皮蕨 の一つの課題Zし て基本 パラX－ 夕
t定 量 動 ト決 定すbこ とが重用 ヒ彦 え3取 る
背゜5、励揺 恩波愚,硯 緬.雪 晴 の寂通
信 が滋 ヵ針 の頻 度向」ゆ 直羅影 響宮阜ん う毛










猛 威 電脅鴎 電 場 は,ロ ケ ・っ ト ・パ'し 一
け
ン 等qAi}$悸.エSレ ー ダ'一'・T-bラ レ ー
ダ 一 等 脅 地 上 観 劇 菩i=才 ・ か9ワ 定 エ ム?　 tt　ec
(若f(i;さ ψしよ う と'2り3)、 乙75・ し 、ム
赫U鴎 例'飛 用 と9gi[1.12ieiεOz"2」s
い と11う 曇,=5・ ・z,編 は ヤ 」'3り酬 璋
認 』驚1騙騙㌫ ぞ甕鷲綴織
計 澄llめみ 斥sず 、他 の物 璋 量 偽副 産 る≠莱 ゐ
1塊遽鷲礪謡是篇』媒麟:
忘 ・・.切 論 、 こ ・)オD5,8=差 矢 擬tTあ3,こ れ'
ち1=つ 。21覇 演 ご運 べ ・t・。 ヤ 目図`線 痛 亀 伊・例
◇,
こ のb}},σ,,・hゆ ジ 擁 汲 ドッ7e:7r
法 で鋪 調}藤 癖 説 毒 し,勧 憧鵬
風動液 玉妾 信 し,ド っフ゜ 5一量 ヵづ ゑ銅 臭の
願 翻 養 すB.こ ボ 島 ゼ も 麟 壕 内
1㌶7給 費,カ〉り讐 議 ㌶ 巖1
推 虚(よ う とダ3産 ミで あ3。
磁 場ぞ のト㍉ プ ラー トレ ース/ま,
ω ⇒騰ti　 ・Ui6・dygビ あ き
㌘)朧 ㌃諺驚篇㍑如
く,覇 で"時 間 飴'二 右 上.り,タz'σ 」ら
下 りaft夏 向 停 あ3。
とIN　うaが 舗轟 で あ3、h,1図1・ 、 カ ナタ
抗 極 圏 て毒邑)a川　lkデ ー タa－ 部F元 ヲ・ 口q






閥/二節 しバ 炉6以 弓 轡 峰 さ
各i;t2F、 峯 ハ産 贋 か4・ さ7ぎ さ一 粒 易oし4
と考Bと 劇 場/才 識'塒 γ胴 プL5・re-3、
=q∫ 亀`e,チ ヤ タニ カ でq蒲 、θ 芦 み ワ3
ife'c嵩q5ZZL(Ptrsレ ターこ)と よ(巧5e
◇
今.魔 曇鴎 偽遊 動(反 梅 奏フグ,げ ん 司方 ◇
夏1鞍轡 ∴膿駄蝪1鶏警}籟驚1霧
1ぶ 畠',警贅:筆㍊ 嘉1蕊1:蝟 薔 ㌘ 葛ξ㌶ こか5'竣施 と1す癖b°
-53一
,極 ±也石サ晃 卜行 り 電」軍 機iン ス ア ム`ま,/ア7`年
研 究 練 の 落 成 ・ 同 時1・=　,　 HITAC　 M-'6CE
ラ ス ア ム ・画 像 処 理 ラ ス テ ム カ噂 ム さ れ 、 共
1司利 用 ヒ 侠 才 ポ マ 京 た 。/980年/2自M-
1601[カ ペ噌 タ吏sれ ノ/92/年3月 ヒ(士 高 性
能 小 型 計 算 職'シ ス テ ム 吠 導.〉、さ れ る 手 足 で あ
ミ リ
5.ヌ.・ 今・犀 中 ど=高 分 再芹8Eカ ラ ー ア ィ ス7°
レ イ 蓉 置 劔 ・商 舗 繍 と耳 真 λ 出 力 菟 置 忘 付 加
す5tナ 画 マ・,　kltsを 含 め た 電 算 繊 ラ ス ア4
っ構 成 図8図1に 示 す 。
1,M_1601ラ ス テ 乙㍉A増 私
(1)主 紀 徳 装 置O.∫ 卜1Sか ぶ1、5MSへ 増 設 。
高 速 」寝 葺 祷 オ葺.M-t60五 払 鷹 機 構`')設 置 。
(2)補 タカ コ 〉 ツ ー'レ う 鼓 置 。
(3)ア"イ ス ク941Pッ ク(800MB)よ り6ハ
ツ7(i200〃B)へ 増 設 。
(5)ラ イ ン70り)タ{=7オ ー4ス"ソ 一 夕 左 イ†
加 。
(6)ＴS∫3台 左6台 ∧ 増 哉 。







高 性 能 小 型 計 算機 ラ ス ア4・ 、導 λ。
TlROβ デ'-7収 集 ス艮モ}里.
し 一 ザ'」:AX本 －bヌ∫qモ望o
PCMテ'-74ヌ 集 処 理.
FT二 丁 デ ー74X集 ヌ世理.。
(5)高 速 ・イき硬き_A/Dデ ー タ¥)く1集 処f里..
(ε)カ ー ブ リ ー ド 処 理.
(7)OPTRO∧//(5(:_4so()型 カ ラ ー 画 像 λ
出 力 短 理 。
こ れ ∫　・　ca'　rlE　g　3t.　A"　」t　fHし?拭 く為,5〃
(4)ト ィT(1600/8008PI)・ 手
2台 座 増 設 。
　　 　　 　　 　VLF　Anal。9　(Max　2ch)






































































































図 ユ.情 報 処 理 セ ン タ ー ・デ㌧ タ 解 ネケ ツ ス ァ ム 。
一54一
EXOS-Dプ ラズマサウンダー及 びHF帯 自然電波の
地上並びに飛≠羽休観測計画
小 野高幸(国 立極地研二究所)
1s　 EXOS-Dプ ラスごマ →アウ ンダ'一 言ナ画2、HF帯 自然'電5皮 雇見:則計'画
極 域 電離 層 よ ソ磁 気 圏 に 至 る広 い領 域 に 極 域 に お け る 自然 電 波 の 地 上観 測 は 、従
お い て、 プ ラズ マ環 境 並 び に プ ラ ズ マ 波動 粒 来VLF以 下 の周 波 数 帯 に おwて は 精 力 的 に
子相 互作 用 乏解 明 す る目 的 で 、　 EXOS-P　 行 わ れ て きた が、HF帯 に お し戌 は †分 な観
偉テ星 計 画 が1988年 打 上1ア 乏目ネ票に推.進 さ
れ て い る。　 EXOS-D偉 テ星 に は 、 す で にE
XOS-B　 (」 工K工KEN)偉子星 に お い て
確 立 され て い る プ ラズ マ サ ウ ンダ ーの手答載 が
予 定 され て い る。 プ ラズ マ サ ウ ンダ ー は 、
AlouetL"te、 工S工S偉 〒星 及 び 工SS-b衛 星
に よ ソ、 まず 電食任層 ト ップサ イ ドサ ゥ ンダ㌧
測 が行 わ れ て いな い 。近 年 の極 域電 離 層 中 に
お・け る雀見i則(工S工Sイ 葦テ星 あ る し|[ま1:南極 ロケ
、ソ ト等)の 結 果 は、 オ ーロ ラ弄見象 にイ半な う強
い 強 度 のHF帯 プ ラズ マ波 動 が 電離,居 中 に発
生 し て い る こ と き 示、し て い る が'、 これ う の プ
ラ ズ'マ 波動 の 一部 は 十分 芸強度 乏持 ・て 地 上
へ 伝 播 す る こと が 予想 さ れ て い る。 一部 の地
と して登t易 した モ(ヵ て一あ る ・が＼ 近j年 で{ま磁 気 上一蓋見ラ則条吉栗1こ1ま 、 才 一[コラ に1手 芸うHFτ 帯 自
国探 査 衛 星 で あ る 、6EOS(1977年)、 然 電 波 の観 測 が報 告 され てお り(Kellogg
エSEE(1977年)及 び 」工KIKEN　 ond　 Monson、 　 1979)、 　 こら に詳 細 な
(1978年 〉衛 星に 搭 載iれ て、 プ ラズ マ 観 測 の継 続 が 必 要 とこれ て いる。 今後 、極 域
計 測 並 び1":プ ラズ マ波 動 粒 子相 互作 用 に 関 す オ ー ロ ラ帯 に お け るHF帯 自然:電 波 の 地 上迂
る重 要 な デ㌧ タ 乏提 供 し つ つ あ る。 特 に プ ラ び に 飛 翔 体 に よ る観1則 が計 画 され て いる。 電
ズ マ 計 測 への 応 用 は 、 衛 星の ポ テ ン シャ,レ 等 離 層 プ ラズ マ 中 に発 生 す る プ ラズ マ波 動 と地
に起 因 す る測 定誤 差 が含 まれ な 日 た め 、高 玉 上 観 測 結 果 と き対 比 させ る こ とに よ リ、 プ ラ
ネ/レ ギー粒 子 を汐 量 に 含 む極 域 電離 層 プ ラズ'ズ マ波 動 粒 子相 互作 用 の 解 明 、 プ ラズ マ 波動
マ に 対 し て は 有 力 な養見1則手垂髪 とな る 。 すで に の モ ー ド変 換 の 定 量 的 解 析 並'び に プ ラズ マ,皮
極 ナ或電寓磋層 に お け る サ ウ ンダ㌧ 養見測 は、 従 来 伝 播 ・の メ カ ニ ス"ム の 解 明 が行 われる こ とに な
ク)ト ッ プサ イ ドサ ウ ン ダ 一役テ星 に よ っても そテ る。
わ れ て し」るが'、　EXOS-D徳 子星 て':は手手【二種見
測 の 空 間 分解 能 の 飛躍 的 な向 上 、並 び に超 低
空 度 プ ラズ マ の 直 接 測 定 に 主眼 をお し,た設 言†





EXOS-D衛 星は,現 在OPEN－ 丁
ヒ並び宇 宙研 にあ・t)て計 画 にのぼ っZt)31Cl
80年 代 左通 ひZの 主要 ミ・ソション の 一つ込
あるが、,「 才 一口 うのう原流 左たず ね,電 鍍 左
放射 す3惑 星 と しZの 雌 求の本管 左‡探求す3」
こ と左主テ ーマ と してい る。 この 主テ ーマは
換 計 る と 「地 球 の磁 気圏 と電 離 園 主結 ぶ
R・U　 AIi輌N.{・yafi・n蜘物理 雌 の総
さらに この 主合的解 明」 とし)うこと にな3。
テ ーマt:zt可 分 のサ7"テ ーマ群 は)
D電 場 の構 造 紅 低 エネ'レギL粒 与流 入
との関連
iii)　{医王ネ1レギ、一粒}も 十う則





ix){6エ ネル ギ、-t敦・イ フ「ン組is2
X)70ラ ズ マ{封度、度び う昼度
ヒ し、・ た も の で・,こ れ ら のifS,1のkめm?の
轡 はN・n餉 大鵬 向 と し,　64　 kbi　t・　/sec
の伝送能 力 左 もっPCMテ しメ ー9一 系E2
系統 と,　tOO　kR、tz"の 嗣 法 も フアナ ログ
ii)　三次 元㊧索 条 の構 造 とAccelevatcen　it&IM!テ レメ ータ ーE-一一系統 計画 して、)5。
ヒの間 違
iii)　ビーム形成 のフ・ロセス ヒUtemus相 互[樹 鯉 濃llの襲 ・閨
{FM　 AKRの 起源 の解明 左主と もともとき+画順 調1進 め暁 米国の
して　　　　　　　　　　　　　　　　 OPEN計 画 により広 い磁 気匿]中t:有効 にち
iv)　才一口うの種別ヒ降 下粒 子の特性 り1♂められた観劇 システム 芭通 じて(ドリ広汎
地1二及がロケ、ソト観劇 との対応 な観ラ則さめさ・すが,同 時1て従来から績 み上げ'
さ主体 として
V)ビ ーム によ3唱諺離層現 象
られて 青た極 域観測 が 並行 し召 産め られ るこ
とによ り,こ のフ・ロジェクMgsgカ ・4'も の と
tet及U"ロ ケット観 劇 との関連 な3。 融 鰯llは 単に地 上観 測のみでなく,
vi)　 フ ラ゜ スsマ ラ ー トσ)う看動 とFieid　 Ah卵e4
Acae(evationA}舷'と の間 違
OPEN-:「 との 蘭}皇 が!痔 に重 要
ExoS-Dき 七画 と有機 的 にco-odfr施 さオt1≡
S-520ク ラ スの 中型 観劇 ロケッ トEaSt)




ミ・ソション の 壌!f見13/f昆雇三き十画 され て
・・3M-3Vさ 便 固 し,近 地 点500km,遠
地 点10000km融 鹸 斜 角79° の輔1漉 入
可ヨ。 可能 な衛 星重量 は,300k各Z・sこ の うち
斜学 観 劇 にrJ9!s`k}Eミ くことが可能tl71P5。
[科 学観劇]
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